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四国中央市
マスコットキャラクター
「しこちゅ～」

四国中央市データ

　　12月末日現在（前月比）

人口  男　42,660人  （-16）

　　  女　44,822人  （-44）

　　  計　87,482人  （-60）

世帯　38,820世帯　    （6）

特集

えひめさんさん物語

しこちゅ～ホール一般利用受付開始

認知症サポーター・貯筋体操サポーターとして
地域で活躍してみませんか！

わたしの防災対策、わたしの町の防災対策

議会だより
表紙：親子ふれあい凧あげ大会〔1/14（月・祝）：伊予三島運動公園〕　※ 11 ページに関連記事



　「えひめさんさん物語」は、愛媛県の東予地方の東部に位置する「四国中央市」、「新居浜市」、「西条市」

を舞台に 4 月 20 日から 11 月 24 日まで開催される、エリア初の地域振興イベントです。

　この地域の資産とアートやアクティビティを融合させることで新しい風を吹き込み、このエリアな

らではの物語を紡いでいきます。

◆子育てについてのシンポジウム

　 7/27（土）  　銅夢にいはま

◆子どものまち：小さなさんさん都

 　7/27（土）・28（日）
　 新居浜市総合福祉センター

◆オープンファクトリー

ものづくりの現場の凄さ、 面白さを知る工
場の見学
 　期間中

◆アーティスト in ファクトリー

ものづくり企業とアーティストが協働して
作品を制作
　 5/5（日・祝）

◆工場のおしばい　
工場への映像プロジェクションによる野外劇
演出 ： 高橋匡

きょうた

太さん （アーティスト）
 　5/5（日・祝）

◆ DIY キャンプ・ゆらぎの森リレーマラソン

　 秋季予定 　 ゆらぎの森 ◆石鎚山スマートキャンプ

 　初夏予定 　 石鎚ピクニック園地

◆うちぬき氷プロジェクト　

 　8/10（土）・11（日・祝）
　 旧西条藩陣屋跡のお堀周辺

◆「水に浮くまち」アートプロジェクト

 　8/3（土）～ 8/12（月）
　 旧西条藩陣屋跡のお堀周辺

◆パフォーマンス「紙のサーカス」

ユニークな紙の衣装をまとったプロパ
フォーマーが創り出す幻想的舞台
デザイン ・ 演出 ： ひびのこづえさん （コス
　　　　　　　　　　　　　　　 チュームアーティスト）
 　11/22（金）・23（土・祝）
　 しこちゅ～ホール（市民文化ホール）

◆天空の音楽祭

 　10/5（土） 　 東
とうなる

平地区（別子山）

　住民や企業 ・ 団体のみなさんがイベント
などを企画 ・ 実施するプログラムです。
　実行委員会や専門家によるアドバイスな
どを受けながら、 地域の魅力を県内外に
PR していきます。

◆オープンファクトリー

　 期間中

◆工場のおしばい

　 5/3（金・祝）

◆アーティスト in ファクトリー

 　5/3（金・祝）

◆石鎚山脈フォトコンテスト

 　期間中 ◆石鎚山脈フォトコンテスト

　 期間中

　 東予東部圏域振興イベント実行委員会
 　（県東予地方局内）0897-56-1300

イベントの詳しい情報は webで

 新居浜市  西条市

◆オープンファクトリー

　 期間中

◆工場のおしばい

 　5/4（土・祝）

◆アーティスト in ファクトリー

　 5/4（土・祝）

◆石鎚山脈フォトコンテスト

石鎚山脈を撮影した自慢の写真のコンテスト
　 期間中

◆山と湖のフェスティバル

カヌー体験やロゲイニングなど
 　9 月
 　てらの湖畔広場

◆インスタレーション

巨大な紙の絵を壁と床に広げ、 「紙のサー
カス」 の衣装を展示
　 11/18（月）～ 11/24（日）
 　しこちゅ～ホール
　 （市民文化ホール）

 四国中央市

期間中



場所　新庁舎・文化ホール整備課（市役所 3階）
時間　9：00 までに集合
方法　9：00 の時点で受付場所に集まられた方を対象
　　　に、希望日をお伺いし、重複した場合には話し
　　　合い、または抽選により決定します。

【上記以外の申込方法】

時間　10：00 ～ 17：00　
方法　受付場所にお越しいただくか、電話にて申し込
　　　み（仮予約）できます（先着順）。

施設概要・利用申込期間

施設名 施設概要 利用申込期間

 大ホール 1,007 席（1階席 658 席、2階席 349 席） 利用日の 13 か月前の月の初日から利用日の 1か月前まで
※ 3月の申し込みでは開館日～平成 32 年 4 月分

 小ホール
212 席（移動観覧席 140 席、スタッキングチェア 72 席）
※椅子を格納すると平土間として利用可能

利用日の 12 か月前の月の初日から利用日の 1か月前まで
※ 3月の申し込みでは開館日～平成 32 年 3 月分

 楽屋 大楽屋 1室、中楽屋 1室、小楽屋 3室 ご相談ください

 会議室 1・2 各室最大 64 人

利用日の 11 か月前の月の初日から利用日の当日まで
※大ホールまたは小ホールと併せて利用する場合は、同時申
請できます
※ 3月の申し込みでは開館日～平成 32 年 2 月分

 展示室 約 54 ㎡（展示パネル 12 枚）

 和室 1・2 各室 15 畳

 練習室 1・2 各室約 40 ㎡

 その他
エントランスホール、みどりの広場、
駐車場 379 台（予定）、駐輪場 20 台（予定）など ご相談ください

利用可能日について
　施設の利用可能日は受付開始日（毎月初日）の約2週間前に市ホームページでお知らせしますので、
　事前にご確認ください。ただし、3月受付開始分は 2/25（月）頃のお知らせになります。

場所　新庁舎・文化ホール整備課（市役所 3階）
時間　9：00 ～ 17：00（土・日・祝日を除く）
方法　受付場所にお越しいただくか、電話にて申し込
　　　み（仮予約）できます（先着順）。

3 月中の申込方法

〇開館時間　

　9：00 ～ 22：00

〇休館日

　火曜日

　（祝日の場合は翌平日）

　12/29 ～翌年 1/3

　※臨時休館することが

　あります

〇施設住所

　妻鳥町 1830-1

利用料金
　施設利用料金や付属設備利用料金が必要となります。
なお、設備の使用や機器の持ち込みなどについては、舞
台技術者と打ち合わせが必要です。
※詳細は受付場所にお越しいただくか、市ホームページ
でご確認ください
　新庁舎・文化ホール整備課（市役所 3階）　28-6022

工事中の施設内の様子：1/18 撮影

8/23（金）開館予定

しこちゅ～ホール（市民文化ホール）の
　　　一般利用受付を 3/1（金）から開始します

展示室小ホール

1/21 撮影

◆受付開始日〔3/1（金）〕の申込方法

◆ 3/4（月）～ 3/29（金）の申込方法

※ 4月以降の申込方法は広報 3月号でお知らせします

大ホール 大楽屋



認知症サポーター

「認知症サポーター」とは？
　何か特別なことをする人ではありません。認知症を正しく理解し、認知症の人や家族をそっと見守り、そっと
手助けする人のことです。
　特別な職業や資格は必要なく、養成講座を受講するだけで「認知症サポーター」に誰でもなることができます。
　市では認知症になっても安心して暮らせるまちづくりを目指して、認知症サ
ポーター養成講座を開催し、サポーターの養成に努めています。現在、市内には
1万人を超える「認知症サポーター」がいます。

認知症サポーター養成講座

認知症サポーター養成講座
　認知症サポーターになるためには、約 60 分から 90 分の「認知症サポーター養
成講座」を受講していただきます。出前講座を開講していますので、お友達など
数人単位からお気軽にお申し込みください。

ロバ隊長は、認知症サポーターキャラバン
の隊長として、認知症になっても安心して
暮らせるまちづくりへの道のりの先頭を歩
いています。ロバのように急がず、しかし、
一歩一歩着実に進んでいきます。

　認知症サポーターキャラバンの「ロバ隊長」のマスコットを一緒に作りま
せんか！
　認知症サポーター養成講座を受講した子どもたち（キッズサポーター）に
プレゼントして、学んだことを思い出したり、家族などと認知症について話
すきっかけにしたりしてもらえたらとの思いを、一針一針に込めて作ります。
　認知症サポーターの方だけでなく、どなたでも参加できますので、ぜひこ
の機会にご参加ください。

　2/22（金）13：30 ～ 16：30　※参加可能な時間にお越しください

　市役所市民交流棟 2階　会議室

　お持ちの方は裁縫道具

ロバ隊長みんなで作ろうプロジェクト

認知症高齢者みんなで探そや！体験（徘
はいかい

徊模擬訓練）の様子

　高齢介護課　地域包括支援センター
　28-6147　

地域で
活躍してみませんか！

認知症サポーター・貯筋体操サポーターとして

※参加費無料



貯筋体操サポーター

「貯筋体操サポーター」とは？
　市では、手首や足首に調節可能なおもりバンドを付けて行う「貯筋体操」のサークルの育成と支援を行ってい
ます。この貯筋体操サークルの支援などを行っている人たちが「貯筋体操サポーター」です。
　貯筋体操サポーター養成講座を受講し、貯筋体操サポーターとして登録している方は現在 50 人で、貯筋体操サー
クルを立ち上げる際の体力測定などの補助や、正しい体操方法を伝えるなどの活動を行っています。

貯筋体操サポーターによる血圧測定

貯筋体操サポーター養成講座を開催します！

　正しい体操方法を知り、効果的に体操を行うための助言をしたり、体力測定時の補助などに協力していただ
いたりするサポーターになるための講座です。
　この機会にご参加いただき「貯筋体操サポーター」になりませんか！

　2/15（金）13：30 ～ 15：00　

　福祉会館 4階　多目的ホール

　サポーターの役割について

　貯筋体操・体力測定の方法について

　地域で行われている貯筋体操のお手伝いができる方

　2/12（火）まで

　　高齢介護課　地域包括支援センター　28-6147
貯筋体操サポーター養成講座

　現在市内の 69 か所で貯筋体操
サークルが活動しています。
　貯筋体操を始めたい方、興味の
ある方は地域包括支援センターへ
お問い合わせください。

住み慣れた地域で元気に
暮らせるよう貯筋体操を
始めませんか！

12 月 5 日のいきいき健康づくり交流会で受付を担
当する貯筋体操サポーター（写真左）と参加した
約 220 人の貯筋体操サークルのみなさん（写真上）

「かみかみ百歳体操」の取り組みについて

　今年度から、宇摩歯科医師会のご協力をいただき、貯筋体操サークル
で口腔機能向上プログラム「かみかみ百歳体操」の普及啓発を始めまし
た。誤

ご え ん

嚥性肺炎の予防などの効果が期待されています。

　みなさんは何をしている時が一番幸せだと感じますか？

　おいしいものを食べている時、家族や友人とおしゃべり

している時など「口を使っている時」ではないでしょう

か。口の機能が落ちてくると、食べる力や滑舌も悪くなり、

誤
ご え ん

嚥性肺炎にもつながります。日頃のお手入れや歯科受診

と合わせて「かみかみ百歳体操」で口を元気にして、生き

生きとした生活を送りましょう。

歯科衛生士の福田泉さんからひと言

※参加費無料



わたしの防災対策
わたしの町の防災対策

いつやるの？今でしょ！

　先日、映画「こんな夜更けにバナナかよ」を見ました。この作品は、筋ジス
トロフィーを患っている主人公が、みんなが当たり前にしていることを同じよ
うにしたいと思った時、手伝いをお願いする一言には、遠慮や葛藤などさまざ
まな思いがあることを伝え、障がいを理由に遠慮して生きていかないといけな
いのかと疑問を投げかけました。人が社会の中で自由に生きることの難しさを
問い、みんなが自由に生きることのできる社会こそが共生社会だと伝えていま
す。映画からは、「わがままになること」の意味を考えさせられました。誰も
が今より少しだけ「わがまま」に、誰もが今より少しだけ「やさしく」なれる
社会が共生社会（共に生きる社会）への第一歩だと考えます。
　みなさんも、「ぼうさい学校」に参加し、防災を通じて共生社会について一
緒に学んでみませんか。

自立支援協議会地域共生部会

部会長　藤原　夕紀さん
（豊岡台病院　精神保健福祉士）

　自立支援協議会は市の諮問機関として、障がい福祉に関し、市民のみなさんからさまざまなご意見を頂き、各専門
部会で協議・検討し、市長に提言する機関です。地域共生部会は、市内の障がい福祉に関する体制づくりや、施策の
構築など、障がい福祉向上について審議や協議を行う中核的な枠割を担っています。「この地域で生きる（暮らす）
を支援する」ことを目標に、医療、福祉（児童・障がい）、介護、教育などの関係者が集い、障がいの有無、年齢、
性別などを問わず、生まれてから死ぬまでの一生を途切れることなく支えていけるよう、人でつながる支援の構築を
目指して活動しています。
　地域共生部会が行う研修会は平成 22 年から 8回目を迎え、今年度は「災害時の対応」をテーマに研修会を企画し
ました。災害は突然、障がいのある人、障がいのない人、子ども、高齢者など分け隔てなく襲い掛かり、普段「支え
る側」の人も、突如として「支えられる側」に変わることがあります。環境により、私たちの立場は変化するのです。
　自然災害を未然に防ぐことは困難ですが、その時に向けて備えておくことはできます。その備え「備災」が、その
後の災害被害を小さくとどめる「減災」につながります。自身の持つさまざまな能力を生かし、「今できること」を
始めてみませんか。「ぼうさい学校」開校です！

愛媛県イメージアップ
キャラクター　みきゃん

愛媛県
ダークみきゃん

※同日、災害ボランティア研修会を消防防災センター
で開催します。詳しくは、15 ページをご覧ください

ぼ
う
さ
い

しこちゅ～、みきゃん、ダークみきゃんも遊びに来るよ！

申し込み・問い合わせ先　

　生活福祉課　28-6023
　28-6172
　seikatsuhukushi@city.

shikokuchuo.ehime.jp



川之江会場誓いのことば

星川　翔
しょう

さん

平成 31 年　成人式
　1月 6日（日）、川之江・伊予三島・土居地域の成人式が行われました。8月に開催された新宮地域と合わせ、今年度
は男性 504 人、女性 456 人、合計 960 人が成人を迎えました。会場は、凛々しいスーツ姿や袴姿、晴れやかな振袖に身
を包み、華やいだ雰囲気のなか、久しぶりの友人たちとの再会に笑顔があふれていました。開式イベントでは、磐座太
鼓や三島高校・土居高校吹奏楽部の演奏が披露され、篠原市長やご来賓の方から社会人の心構えや激励の言葉が贈られ
ました。また、中学時代の恩師からのビデオメッセージが流れると歓声が沸き起こり、昔を懐かしんでいました。

土居会場謝辞

髙石　航
わたる

さん

伊予三島会場謝辞

越智　志緒里さん

新たな決意と感謝を胸に二十歳の門出



まちの話題

　市役所市民交流棟で行われ、市内企業 36 社から人事

担当者など 45 人が参加しました。セミナーでは、高卒・

大卒・中途採用活動における動向や対策などについて

の説明があり、参加者は講師の話に熱心に耳を傾けて

いました。

採用活動セミナーを開催12/7

　土居総合体育館（アリーナ土居）で、愛媛県綱引選

手権大会も併催され、計 42 チーム 430 人が参加しまし

た。選手たちは掛け声に合わせて力の限り綱を引き、

試合後は両チームの選手同士でハイタッチをして健闘

をたたえ合っていました。

第 14 回四国中央市綱引き大会12/16

　NPO 法人カノン（寶利佳代代表）は「障がい者との

音楽を使った楽しい活動」が認められ、文部科学大臣

表彰を受賞したことを市長に報告しました。同団体は

日頃から、人と人の輪を作り生きる喜びを分かち合う

音楽活動をすることを目的に活動しています。

NPO 法人カノン文部科学大臣賞を受賞！12/18

　長野亨さん（上分町）、高橋富枝さん（三島金子）、

童謡の会ポケット（石川フジ子代表）が受賞したことを、

また石川勉さん（上柏町）が長寿善行者として、東宮

御所にて皇太子殿下に御接見を賜ったことを市長に報

告しました。

平成 30 年度秋季善行表彰を受賞！12/19

　竹本彩乃さん（川之江小学校 4年）、石川真央さん（三

島小学校 4 年）、岡田愛夏さん（上分小学校 1 年）が静

岡県で、塩入梓さん（川之江高校 2 年）、蝶野琴子さん

（三島高校 1 年）が大阪府で行われる全国大会へ出場す

ることを市長に報告しました。

エアロビック全国大会に出場！12/18

　川之江柔道会所属の高橋安
あ み

未さん（三島西中学校 3

年）が、11 月にフランスで行われた第 11 回カデ・ミ

ニマム アルヌ国際柔道大会の女子 57kg 以下級に出場

し、5 試合全てで一本勝ちし、優勝したことを市長に

報告しました。

フランスのアルヌ国際柔道大会で優勝！12/20



まちの話題

　本市と愛媛銀行及び住宅金融支援機構が相互の連携

を強め、本市の空家対策を推進することを目的に、金

融支援の連携協力協定を締結しました。篠原市長は「難

しい空家問題だが、また一歩踏み出せたと思います。

本当にありがたい」と話していました。

空家等対策に係る連携協力協定締結式12/20

　伊予三島運動公園体育館で、元メジャーリーガーの

岩村明憲さんと、本市出身の元プロ野球選手の鎌倉健

さんをお迎えして行われました。参加した、野球チー

ムに所属する小学生約 100 人は、打撃や守備など、一

つひとつの動作の注意点などを丁寧に教わりました。

「えひめ愛・野球博」野球教室12/22

　三島公民館で、約 120 人が参加し和気あいあいとし

た雰囲気の中、1 周年を祝って約 60kg のお餅をつきあ

げました。食後は鬼ごっこなどをして遊んだり、学校

の宿題を教えあったりするなど、世代の違う人たちと

交流をしながら、楽しい時間を過ごしていました。

こども食堂 1周年事業12/23

　第 49 回明治神宮野球大会で立正大学の 9 年ぶりの優

勝に貢献した川之江高校出身の糸川亮太投手が市長を

訪問しました。篠原市長は「市内の野球関係者にとって、

素直にうれしい出来事です。努力を続け、後輩の育成

にも力を注いでください」と激励しました。

立正大学投手糸川亮太さん市長表敬訪問12/25

　環境省は、西日本豪雨災害において、災害廃棄物の

積極的な受け入れや、被災地へのさまざまな支援活動

に精力的に取り組んだ県内 11 市町と 3 組合を表彰しま

した。本市も、大洲市の支援活動に積極的に取り組ん

だとして県庁で表彰されました。

被災地支援で環境大臣表彰を受賞！12/26

　昨年 11 月に松山市で開催された、第 32 回愛媛県高

等学校総合文化祭・バトントワリング部門で優秀賞を

受賞し、7 月に佐賀県で開催される第 43 回全国高等学

校総合文化祭へ出場することを市長を報告しました。

川之江高校バトン部が
全国高等学校総合文化祭に出場！12/26



まちの話題

　杉浦良
よ し こ

子さん（金生町）が、4 月に開催された大阪

大会でクラシックミセス部門特別賞を受賞し、日本大

会ファイナリストに選ばれたことを報告しました。杉

浦さんは「女性が輝くこのような大会が四国中央市で

開催できればと考えています」と話していました。

ミセスジャパン日本大会ファイナリスト
杉浦良子さん市長表敬訪問12/27

　コスモス会（杉尾勝敏会長）が毎年行っており、今

年は初日の出を見るには申し分ない天候に恵まれ、訪

れた約 120 人は、写真を撮ったり万歳をしたりして新

年を祝いました。また、嶺南支所では祝賀式も行われ、

来場者に温かい豚汁などが振る舞われました。

翠波高原初日の出会・祝賀式1/1

　新宮町の霧の森で、新春恒例の餅つき大会が行われ

ました。観光客や帰省中の方々に、昔ながらの杵と臼

での餅つきを体験してもらおうと、新宮観光協会と青

空市かほり、霧の森が行っています。来訪者には、つ

きたてのお餅や、ぜんざいが振る舞われました。

霧の森新春餅つき大会1/2

　新年を祝いホテルグランフォーレで行われ、今年は

本市出身の女優の帆風成海さんと俳優の四宮貴
あつひさ

久さん

も出席し花を添えました。市内企業などから出席した

約 370 人は、市や企業の発展を祈ってあいさつを交わ

し、新年の門出を祝いました。

新年交歓会1/4

ふるさとアドバイザー
ワークショップ　初開催！1/6 新春紙初市1/7

　市役所市民交流棟で、川之江町出身で絵本作家の石

津ちひろさんと、土居町出身で作詞家の高橋久美子さ

んにより「ことばで遊ぼう！ことばを作ろう！」をテー

マに初めて行われました。参加者は、回
かいぶん

文や冬の詩を

作るなどして、ことば遊びを楽しみました。

　株式会社紙業会館が毎年開催しており、製紙業や紙

加工業など 56 社が参加しホテルグランフォーレで開催

されました。売上高は、過去最高となる 64 億 2000 万

円に上り、会場内では商談が成立するたびに手締めの

音が景気よく鳴り響いていました。



　

年
が
明
け
て
、
１
月
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
く
。

行
事
も
恒
例
の
も
の
だ
け
で
も
そ
こ
そ
こ
あ
る
。
年
始
の

あ
い
さ
つ
も
、
自
分
も
他
人
も
入
れ
る
と
相
当
な
時
間
が

と
ら
れ
る
。
役
所
の
場
合
は
、
年
度
と
言
っ
て
３
月
を
終

わ
り
と
し
て
、
４
月
か
ら
新
し
い
体
制
、
人
事
の
も
と
で

業
務
が
始
ま
る
の
で
そ
の
時
期
の
方
が
気
分
一
新
と
な
る
。

　

特
に
今
年
は
年
号
も
変
わ
る
の
で
、
国
自
体
卒
業
、
入

学
な
ど
の
行
事
と
相
ま
っ
て
、
国
民
全
体
の
空
気
が
ど
う

な
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
天
皇
陛
下
が
長
い
皇
室
の
歴
史

の
中
で
、
平
和
的
に
皇
太
子
に
そ
の
席
を
譲
ら
れ
る
と
い

う
の
は
、
国
民
も
国
家
も
経
験
が
な
い
。
い
わ
ば
、
誰
に

も
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
一
国
民
か
ら
見

て
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
お
仕
事
は
想
像
を
絶
す
る
激

務
で
あ
り
、
そ
の
象
徴
と
し
て
の
精
神
的
重
圧
は
す
ご
い

も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
な
と
思
う
。
国
体
の
と
き
、
体
育
館

に
寛
仁
親
王
妃
信
子
殿
下
を
お
迎
え
し
た
が
、
そ
れ
だ
け

で
も
私
の
精
神
的
負
担
は
か
な
り
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

平
成
天
皇
陛
下
は
、
象
徴
と
し
て
の
天
皇
の
あ
り
方
を

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
よ
う
に
抱
え
ら
れ
て
い
て
、
常
に
真し
ん
し摯

に
突
き
詰
め
て
考
え
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
が
、
私
は

素
直
に
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
ご
苦
労
様

で
し
た
と
思
う
。
平
易
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
隠
居
さ
れ

る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
重
責
は
以
後
も
相
当
あ
る
だ
ろ

う
な
と
思
う
。
現
皇
太
子
殿
下
の
良
き
話
し
相
手
に
な
っ

て
あ
げ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

…
何
事
の
お
わ
し
ま
す
を
ば
知
ら
ね
ど
も

　
　
　
　

か
た
じ
け
な
さ
に
涙
こ
ぼ
る
る
…　

西
行
法
師

四国中央市長

篠 原  実

まちの話題

　伊予三島運動公園体育館・グラウンドで行われ、約

300 人が参加しました。凧作りを通して親子の交流を

深めようと、市愛護班連絡協議会が毎年開催していま

す。親子で試行錯誤しながら凧をあげ、子ども達は、

空高く舞い上がった凧を嬉しそうに眺めていました。

親子ふれあい凧
たこ

あげ大会1/14

　土居町の関川河川敷ふるさと広場で開催されました。

32 回目となる今年の大会には市内外から 1,145 人が参

加し、12 部門に分かれて健脚を競いました。また、ジョ

ギングの部では親子が一緒に元気よく走る姿も見られ、

参加者は気持ちのよい汗を流していました。

新春やまじっこマラソン大会1/13

本市出身の女優の帆風成海さんが市役所
を訪問12/28 再演！ミュージカル「誓いのコイン」

開催中～ 3/24（日）

坊っちゃん劇場（東温市見奈良 1125）

6 年前のロシア公演の感動を再び！
日露戦争下におけるロシア兵捕虜と
日本人女性の国境を越えた恋愛や、
松山の人々とロシア兵捕虜との心温
まる交流が描かれた物語
一般 3,910 円（前売り 3,600 円）
高校生 2,680 円（前売り 2,370 円）
中学生以下2,160円（前売り1,860円）
※全席指定
　坊っちゃん劇場　089-955-1174

検索坊っちゃん劇場

※公演日時は、電

話や坊ちゃん劇場

のホームページな

どでご確認くださ

い

　ミュージカル「誓いのコイン」の PR のため、主演の

帆風成海さんと、相手役の四宮貴
あつひさ

久さんが市長を表敬

訪問しました。帆風さんは「前回のよろこびのうたに

は、多くの方々に来ていただき本当にうれしかったで

す。今回も頑張ります」と話していました。

テーマ

「年号」



内容

対象者

定員

持参品

募集期限・期間

申込方法・申込先参加費

講師

ファクス

問い合わせ先

10：00 ～ 11：30

とき ところ 内容・対象

3/ 5 （火）妻鳥保育園 0歳児主体

3/ 7 （木）川之江ふれあい
交流センター 1・2歳児主体

3/26（火）川之江図書館 おはなし主体

親子ふれあいあそび

乳児保育所こども村　56-1310

体操や手遊び、育児相談
※申し込み不要、誰でも参加できます

3/10（日）13：30 ～（13：00 開場）

土居文化会館（ユーホール）

四国中央少年少女合唱団

創立 50周年記念演奏会

2/16（土）15：30 ～（15：00 開場）

土居文化会館（ユーホール）

ニコニコおしゃべり
ワンコインコンサート
in しこちゅ～

一般 500 円、高校生以下 100 円
※全席自由
※事前のチケット販売は行いませ
ん。当日、受付で料金をお支払い
ください
土居文化会館（ユーホール）
28-6353

【出演】山中雅博さん（テノール）
　　　 増田敏子さん（ピアノ）

2/10（日）13：00 ～（12：30 開場）

土居文化会館（ユーホール）

アマチュア芸能団体の祭典

ユーフェスタ 2019

市内外のアマチュア芸能グループ
8団体が出演。大正琴、コーラス、
フラダンス、クラシックバレエ、
歌謡曲など
☆ゲスト：安藤エイムさん
☆司会：岡部桃子さん（四国中央
テレビ）
200 円　※全席自由

入場券は、土居文化会館（ユーホー

ル）、地域振興課（市役所 3 階）、

川之江文化センターで販売中です。

土居文化会館（ユーホール）
28-6353

【曲目】サウンドオブミュージッ
ク、地球星歌、さくらさくら、牧
場の朝など
【賛助出演】三島高等学校吹奏楽部

四国中央少年少女合唱団
58-4966（脇）

※演奏会のフィナーレに「花は咲く」
「旅立ちの日に」を歌う予定です。
一緒に歌っていただける OB、OG の
方はご連絡ください

2/17（日）10：00 ～ 17：00

川之江栄町商店街

文化の伝承「和楽祭」

絵手ぬぐい軸愛好会

懐かしの絵手ぬぐい軸展

2/1（金）～ 2/15（金）

9：00 ～ 21：30

（初日 10：00から、最終日16：00まで）

ユーホールロビー展

【休館日】毎週月曜日、祝日の翌日

　28-6353

津軽三味線日本一の堀
ほ り お

尾泰
や す ま

磨さん
と和太鼓「だんだん」の共演、和
太鼓集団「響

お と や

屋」によるパフォー
マンス、もちまき、呈

ていちゃ

茶、まちな
かマルシェ、食楽ブース、手づく
り遊び教室など

四国中央ドットコム　58-8726

　事前申し込み不要で、どなたでも
エントリーできます。エントリー作
品の中から「特賞」「アイデア賞」

「ユーモア賞」を選びます。
　太鼓台のサイズは「幅 2 ｍ×奥行
2 ｍ×高さ 2 ｍ」以内で、材料の指
定は特にありません。当日 11：00
～ 12：00 に栄町商店街内の特設テ
ントまでお持ち込みください。
※お子さんは保護者同伴で参加して
ください

※詳細は栄町商店街ホームページ、
または 2/15（金）の新聞折り込みチ
ラシをご覧ください

手作り太鼓台コンテスト作品募集！



…
日
時

…
場
所

…
内
容

…
対
象
者

…
定
員

…
持
参
品

…
募
集
期
限
・
期
間

…
申
込
方
法
・
申
込
先

…
参
加
費

…
講
師

…
ほ
か
の
情
報

…
フ
ァ
ク
ス
番
号

…
問
い
合
わ
せ
先

…
Ｅ
メ
ー
ル

お
知
ら
せ

　

お
店
な
ど
か
ら
出
る
ご
み
は

　

事
業
者
自
ら
の
責
任
で

　

適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い

　

ご
み
集
積
所
に
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
は

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
み
が
対
象
で
、
会
社

や
店
舗
、
事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
は
、
量
に

関
わ
ら
ず
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

会
社
や
店
舗
、
事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
は
、

法
律
に
基
づ
き
、
事
業
者
自
ら
の
責
任
で
適

正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

生
活
環
境
課　

ご
み
減
量
推
進
係

　

28
・
６
０
１
５

　

お
い
し
い
食
べ
き
り
運
動
協
力
店

　

市
で
は
、
ま
だ
食
べ
ら

れ
る
の
に
廃
棄
さ
れ
る
「
食

品
ロ
ス
」
の
削
減
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
市
内
の
飲

食
店
を
、「
四
国
中
央
市
お

い
し
い
食
べ
き
り
運
動
協

力
店
」
と
し
て
募
集
・
登

録
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
12
月
25
日
ま

で
に
ご
登
録
い
た
だ
い
た

店
舗
を
ご
紹
介
し
ま
す
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
随
時
更
新
し
ま
す
）。

　

生
活
環
境
課　

ご
み
減
量
推
進
係

　

28
・
６
０
１
５

店舗名 所在地・電話番号

BASE
土居町藤原 3-88-1
22-3620

季の屋　四国中央店
下柏町 705-1
28-1588

中国料理　北京ハウス
下柏町 806
24-5166

まるこう寿し
三島中央 2-1-21
23-0111

※各店舗の詳しい取り組み内容は、市ホー
ムページをご覧ください

　

市
役
所
周
辺
の
通
行
制
限
に
つ
い
て

　

旧
本
庁
舎
解
体
工
事
に
伴
い
、
旧
本
庁
舎

西
側
の
区
間
を
通
行
止
め
（
自
動
車
の
み
）

に
し
て
い
ま
す
。
通
行
止
め
期
間
は
、
２
月

17
日
（
日
）
ま
で
の
予
定
で
す
。

　

工
事
期
間
中
は
ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

新
庁
舎
・
文
化
ホ
ー
ル
整
備
課

　

28
・
６
０
２
２

　

紙
の
ま
ち
ラ
ン
キ
ン
グ
で

　

本
市
が
13
年
連
続
日
本
一
！

　
経
済
産
業
省
が
毎
年
公
表
し
て
い
る
「
工

業
統
計
調
査
（
平
成
29
年
工
業
統
計
表
地
域

別
統
計
表
市
区
町
村
別
）」
に
よ
る
と
、「
パ

ル
プ
・
紙
・
紙
加
工
品
製
造
業
」
の
製
造
品

出
荷
額
等
（
平
成
28
年
実
績
）
で
、
本
市
が

全
国
１
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
平
成
16
年
の
市
町
村
合
併
以
来
、

13
年
連
続
と
な
り
ま
す
。

本
市
の
パ
ル
プ
・
紙
・
紙
加
工
品
製
造
業
の

平
成
28
年
製
造
品
出
荷
額
等
と
粗
付
加
価
値
額

○
製
造
品
出
荷
額
等

　
５
３
９
３
億
９
０
２
２
万
円

○
粗
付
加
価
値
額

　
１
９
７
０
億
３
０
０
万
円

※
経
済
産
業
省
が
公
表
し
た
調
査
デ
ー
タ
を

基
に
、
本
市
が
独
自
に
ま
と
め
た
も
の
で
す

※
粗
付
加
価
値
額
と
は
、
売
上
高
か
ら
原
材

料
費
や
仕
入
原
価
な
ど
を
差
し
引
い
た
も
の

　
産
業
支
援
課
　
28
・
６
１
８
６

　

口
座
振
替
通
知
書
の
郵
送
を

　

原
則
廃
止
し
ま
す

　

市
か
ら
代
金
な
ど
の
支
払
い
を
し
た
際
、

支
払
い
先
の
事
業
者
や
各
種
団
体
、
個
人
な

ど
の
皆
さ
ま
に
、支
払
い
の
明
細
と
し
て
「
口

座
振
替
通
知
書
」（
は
が
き
）
を
郵
送
し
て

い
ま
す
が
、
４
月
１
日
以
降
は
通
知
書
の
郵

送
を
原
則
廃
止
し
ま
す
。

　

な
お
、
廃
止
後
も
、
単
価
契
約
業
者
及
び

希
望
者
に
は
、
郵
送
な
ど
に
よ
り
支
払
い
明

細
を
ご
連
絡
す
る
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
、

広
報
３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

会
計
課　

28
・
６
０
４
１

通行止め（自動車のみ）
2/17（日）まで（予定）



　

伊
予
三
島
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

申
告
と
納
税
は
期
限
内
に
！

○
平
成
30
年
分
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

　

税
・
贈
与
税
は
、
３
月
15
日
（
金
）
ま
で

○
平
成
30
年
分
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び

　

地
方
消
費
税
は
、
４
月
１
日
（
月
）
ま
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す

　

申
告
書
に
は
、
提
出
の
都
度
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
と
本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た

は
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も

所
得
税
の
確
定
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す

　

平
成
30
年
分
の
申
告
か
ら
、
給
与
所
得
者

（
年
末
調
整
済
み
）
で
、
医
療
費
控
除
ま
た

は
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の
寄
附
金
控
除
を
適

用
し
て
申
告
す
る
方
は
、「
ス
マ
ホ
専
用
画

面
」
か
ら
確
定
申
告
書
を
作
成
で
き
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
申
告
書
の
作
成
に
つ

い
て
ご
不
明
な
こ
と
は
、
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

（
０
５
７
０
・
01
・
５
９
０
１
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

設
置
期
間

　

３
月
15
日
（
金
）
ま
で
の
８
時
30
分
～
17
時

※
土
・
日
・
祝
日
は
、
２
月
24
日
（
日
）
と

３
月
３
日
（
日
）
の
み
設
置
し
ま
す

　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
・
贈
与
税
・

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
に
関

す
る
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

利
用
方
法

　

伊
予
三
島
税
務
署
に
お
電
話
い
た
だ
き
、

自
動
音
声
案
内
で
「
０
」
を
選
択
し
て
く
だ

さ
い
。

確
定
申
告
相
談
会
場
を
開
設
し
ま
す

設
置
期
間

　

２
月
18
日
（
月
）
～
３
月
15
日
（
金
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

受
付
時
間

　

８
時
30
分
～
16
時
（
相
談
は
９
時
～
）

※
混
雑
状
況
に
よ
り
、
受
付
終
了
時
刻
を
早

め
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

伊
予
三
島
税
務
署
１
階

※
設
置
期
間
前
は
確
定
申
告
会
場
を
設
置
し

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
作

成
済
み
申
告
書
の
提
出
は
受
け
付
け
ま
す
）

　

伊
予
三
島
税
務
署　

24
・
５
４
１
０

　

市
県
民
税
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

　

左
記
の
日
程
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
で

市
県
民
税
の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
期
間
中
は
税
務
課
で
の
申
告
の
受

け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
１
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
会
場
が
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
例
年
、
午
前
中
は
特

に
混
み
合
い
ま
す
）

　

税
務
課　

市
民
税
係　

28
・
６
０
０
９

日にち 場所

2/13（水）～ 2/21（木）土居窓口センター 3階　大会議室

2/22（金）～ 3/5（火）
川之江ふれあい交流センター 1階
大会議室（市民会館川之江会館東隣）
※昨年と変更になっています

3/6（水） 嶺南支所

3/7（木） 新宮窓口センター

3/8（金）～ 3/15（金） 福祉会館 3階　会議室 2

※受付時間はいずれも 9：00 ～ 11：00、13：00 ～ 16：00 です。
ただし、2/21（木）・3/5（火）・3/6（水）は 9：00 ～ 12：00 で
すので、ご注意ください

　

平
成
31
年
度
学
校
夜
間
体
育
施
設
の

　

使
用
に
つ
い
て

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
目
的
と
し
て
、
夜
間
に

学
校
の
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
を
使
用

す
る
場
合
に
は
、
事
前
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

平
成
31
年
度
か
ら
新
規
で
使
用
を
検
討
し

て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
、
２
月
28
日
（
木
）

ま
で
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

伊
予
三
島
運
動
公
園
体
育
館

　

28
・
６
０
７
１

　

自
衛
隊
就
職
説
明
会

　

２
月
13
日
（
水
）・
21
日
（
木
）

　

17
時
30
分
～
19
時
30
分

　

福
祉
会
館
３
階　

会
議
室
１

　

自
衛
隊
の
活
動
内
容
や
福
利
厚
生
な
ど

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

　

０
８
９
７
・
32
・
５
３
９
６

　

２
月
７
日
は
「
北
方
領
土
の
日
」

　

２
月
７
日
を
「
北

方
領
土
の
日
」
と
し

た
の
は
、
１
８
５
５

年
２
月
７
日
の
日
露

通
好
条
約
の
調
印
日

に
ち
な
ん
だ
も
の
で

す
。
同
条
約
は
、
日

露
両
国
が
国
交
を
開

く
に
際
し
、
北
方
四

島
（
択え

と
ろ
ふ捉

島
・
国く

な
し
り後

島
・
色し

こ
た
ん丹

島
・
歯は

ぼ
ま
い舞

群
島
）
が
日
本
固
有

の
領
土
で
あ
る
こ
と
を
両
国
が
初
め
て
正
式

に
確
認
し
た
歴
史
的
な
意
義
を
有
す
る
条
約

で
す
。

　

ロ
シ
ア
と
の
北
方
領
土
返
還
交
渉
は
長
年

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
返
還
実
現
の
た
め
、

全
国
的
な
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
を
一
層

推
進
し
ま
し
ょ
う
。

　

総
務
調
整
課　

28
・
６
０
０
２

北海道

国後島

択捉島

歯舞群島

色丹島

北方四島



　

第
４
回
市
民
活
動
事
例
発
表
会

　

市
の
補
助
金
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
活

動
の
事
例
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

２
月
21
日
（
木
）
18
時
30
分
～
21
時
30
分

　

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
３
階　

大
会
議
室

第
１
部
（
18
時
30
分
～
）

　

あ
っ
た
か
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業

第
２
部
（
19
時
30
分
～
）

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業

○
川
滝
・
豊
岡
・
蕪
崎
地
区
に
よ
る
発
表

○
鈴
木
茂
さ
ん
（
土
居
町
天
満
出
身
・
松
山

　

大
学
名
誉
教
授
）
に
よ
る
基
調
講
演

　

地
域
振
興
課　

28
・
６
０
１
４

発表団体と事業名

団体名 事業名

公益社団法人
法皇青年会議所

Love Shikochu Love Earth

NPO 法人　カノン
知ってね♪障がいのこと
みんなで楽しむ
カノン♪みゅーじっくカーニバル

ユアーズ DIO しこちゅー友遊ライブ

思い出キャンプ
実行委員会

思い出キャンプ
手ぶらで ONE DAY CAMP

　国民年金の加入や変更などの手続きを忘れると、将来受け取る年金額が減額される場合や、年金そのものが受

け取れなくなる場合があります。次のような方は必ず手続きを行ってください。

　市民窓口センター　28-6018

対象者 必要な書類など 届出先

会社を退職した方

年金手帳、認め印（スタンプ
印不可）、社会保険等資格喪
失証明書または退職日がわか
る書類

マイナンバーがわかるもの
（マイナンバーカード、通知
カードなど）、本人確認でき
る書類（運転免許証など）

市民窓口センター・
各窓口センター

配偶者の退職または離婚など
により扶養から外れた方

年金手帳、認め印（スタンプ
印不可）、社会保険等資格喪
失証明書など配偶者の扶養か
ら外れた日がわかる書類

20 歳になった方
※厚生年金加入者などを除く

認め印（スタンプ印不可）、
日本年金機構から郵送されて
きた書類

会社に就職した方
年金手帳
※詳しくは、勤務先にお問い合わせください

勤務先

結婚や退職などにより配偶者
の扶養になった方

配偶者の勤務先

国民年金の手続きをお忘れなく

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
（
無
料
）

　

今
後
起
こ
り
う
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど

の
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
の
対
応
や
、

日
頃
の
防
災
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

　

３
月
２
日
（
土
）
15
時
～
16
時
30
分

　

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
３
階　

大
会
議
室

　

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
や
西
日
本

豪
雨
災
害
の
被
災
地
支
援
者
ら
を
招
い
て
の

避
難
所
運
営
な
ど
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

同
日
、「
ぼ
う
さ
い
学
校
」
も
開
催
さ
れ

ま
す
（
詳
細
は
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
０
３
９

　

市
連
合
婦
人
会
に
よ
る

　

防
災
学
習
会
（
無
料
）

　

２
月
９
日
（
土
）
９
時
～
11
時

　

市
役
所
市
民
交
流
棟
２
階　

会
議
室

　

東
日
本
大
震
災
・
ふ
く
し
ま
の
教
訓
を
生

か
し
た
避
難
所
運
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

「
さ
す
け
な
ぶ
る
」

　

李り

仁じ
ん
て
つ鉄

さ
ん
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
に

い
が
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
務
局
長
）

　

市
連
合
婦
人
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）

　

28
・
６
０
４
６



　

宇
摩
地
域
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９

　

（
無
料
）

　

３
月
３
日
（
日
）
13
時
～
16
時

　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
病
院
３
階　

大
会
議
室

　

「
四
国
中
央
市
に
お
け
る
終
末
期
医
療
を

考
え
る
～
自
分
ら
し
く
生
き
る
・
自
分
ら
し

い
最
期
を
迎
え
る
た
め
に
～
」

　

２
０
０
名　

※
申
し
込
み
不
要

　

会
田
薫
子
さ
ん
（
東
京
大
学
大
学
院
特
任

教
授
）

　

大
坂
巌
さ
ん
（
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
病
院
緩
和
ケ
ア

内
科
統
括
部
長
）

　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
病
院　

経
営
企
画
室

　

29
・
５
６
６
４

　

あ
っ
た
か
な
ま
ち
づ
く
り
活
動

　

支
援
事
業
審
査
会
委
員
募
集

　

補
助
対
象
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
審

査
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

任
期　

４
月
１
日
か
ら
１
年
間

※
審
査
会
は
年
２
～
３
回
開
催

応
募
要
件

○
本
市
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
20
歳
以
上
の

　

方
○
本
市
の
職
員
を
含
む
行
政
機
関
の
職
員
ま

　

た
は
市
議
会
議
員
で
な
い
方

○
本
市
の
他
の
審
議
会
な
ど
合
計
４
以
上
の

　

委
員
で
な
い
方

　

１
名

　

２
月
28
日
（
木
）
ま
で

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

応
募
動
機
や
ま
ち
づ
く
り
活
動
歴
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
）
を
明
記
し
、
郵
便
・
フ
ァ

ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
（
様
式
自
由
）。

※
結
果
は
応
募
者
全
員
に
文
書
で
通
知
し
ま

す
。
な
お
、
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い

　
　

地
域
振
興
課　

28
・
６
０
１
４

　

〒
７
９
９
・
０
４
９
７

　

三
島
宮
川
４
・
６
・
55

　

28
・
６
０
５
７

　

m
a
t
i
d
u
k
u
r
i
@
c
i
t
y
.
s
h
i
k
o
k
u
c
h
u
o
.

ehime.jp

　

第
１
回
四
国
中
央
い
の
ち
の
講
演
会

　

２
月
24
日
（
日
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

川
之
江
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階

会
議
室
３
（
市
民
会
館
川
之
江
会
館
東
隣
）

　

「
つ
な
が
る
命　

今
を
生
き
る
ヒ
ン
ト

～
秒
刻
み
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー　

ひ
ょ
ん
な
こ

と
か
ら
神
主
に
…
～
」

　

千
円
（
当
日
１
２
０
０
円
）

※
高
校
生
以
下
は
無
料

入
場
券
販
売
場
所　

四
国
中
央
ド
ッ
ト
コ
ム
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
ヤ
マ

ザ
キ
シ
ョ
ッ
プ
川
之
江
星
川
店
、
明
屋
書
店

川
之
江
店
、
川
之
江
ワ
ン
＆
オ
ン
リ
ー
の
会

　

宮
田
修
さ
ん
（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、

千
葉
熊
野
神
社
宮
司
）

　

託
児
あ
り
（
先
着
10
名
・
無
料
・
要
予
約
）

　

川
之
江
ワ
ン
＆
オ
ン
リ
ー
の
会

　

56
・
５
９
９
２
（
脇
）

　

路
線
バ
ス
新
宮
線
の
乗
り
換
え
利
用

　

新
宮
か
ら
三
島
‐
上
分
‐
新
宮
線
を
利
用
し
、

中
新
町
バ
ス
停
（
上
分
町
）
で
川
之
江
‐
新

居
浜
線
（
上
分
経
由
便
）
の
川
之
江
方
面
行

き
に
乗
り
換
え
る
と
、
金
生
町
や
川
之
江
町

方
面
へ
移
動
で
き
ま
す
。

　

乗
り
換
え
利
用
で
は
、
三
島
行
き
第
１
便
と

新
宮
行
き
第
３
便
で
往
復
す
る
と
便
利
で
す
。

※
経
路
上
の
途
中
の
バ
ス
停
で
も
乗
降
可
能

で
す

　

瀬
戸
内
運
輸
株
式
会
社
川
之
江
営
業
所

　

56
・
２
９
７
５

三島‐新宮線（三島行き第 1便）での乗り換え利用

三島‐新宮線 川之江‐新居浜線
新宮  8：33 発 ―
中新町
（HITO 病院前）

 9：03 着 ⇒
乗り換え

中新町
（HITO 病院前）

 9：45 発

市役所前  9：15 着 四国中央病院前  9：57 着
三島駅前  9：20 着 栄町口 10：02 着

三島‐新宮線（新宮行き第 3便）での乗り換え利用

川之江‐新居浜線 三島‐新宮線
栄町口 14：22 発 三島駅前 14：30 発
四国中央病院前 14：27 発 市役所前 14：35 発
中新町
（HITO 病院前）

14：39 着 ⇒
乗り換え

中新町
（HITO 病院前）

14：47 発

新宮 15：17 着

募　

集

　

愛
媛
大
学
医
学
部
地
域
医
療
再
生
学

　

講
座
「
地
域
サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
」

　

市
民
公
開
講
座
（
無
料
）

　

２
月
25
日
（
月
）
19
時
～
20
時
30
分

　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
病
院
３
階　

大
会
議
室

　

地
域
サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
の
活
動
報
告

　

１
０
０
名

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
当
日
参

加
も
可
）。

　
　

愛
媛
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
地
域

医
療
再
生
学
講
座

　

０
８
９
・
９
６
０
・
５
９
３
０

　

使
用
済
み
携
帯
電
話
や
小
型
家
電
が

　

メ
ダ
ル
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
！

終
了
ま
で
あ
と
少
し
！
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
０

「
都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！
み
ん
な
の
メ
ダ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

東
京
２
０
２
０
組
織
委
員
会
で
は
、
使
用

済
み
の
小
型
家
電
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
ル
を
つ
く
る
、
世
界

初
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

県
循
環
型
社
会
推
進
課

　

０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
５
６



　

臨
時
職
員
・
嘱
託
員
募
集

保
育
士

勤
務
場
所　

市
内
保
育
園

募
集
人
数　

７
名
程
度

応
募
資
格　

保
育
士

賃
金　

日
額
７
６
７
０
円
（
パ
ー
ト
は
時
給

８
９
０
円
）

給
食
調
理
員

勤
務
場
所　

市
内
保
育
園

募
集
人
数　

３
名

応
募
資
格　

不
問
（
経
験
者
歓
迎
）

賃
金　

日
額
７
１
６
０
円
（
調
理
師
免
許
取

得
者
は
１
０
０
円
増
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

勤
務
場
所　

市
内
児
童
ク
ラ
ブ

募
集
人
数　

７
名
程
度

応
募
資
格　

不
問
（
教
員
免
許
な
ど
取
得
者

歓
迎
）

賃
金　

時
給
８
２
０
円
（
有
資
格
者
は
70
円
増
）

療
育
等
指
導
員

勤
務
場
所　

東
部
こ
ど
も
ホ
ー
ム
（
下
柏
町
）

ま
た
は
西
部
こ
ど
も
ホ
ー
ム
（
土
居
町
入
野
）

募
集
人
数　

４
名
程
度

応
募
資
格　

教
員
免
許
、
保
育
士
資
格
ま
た

は
児
童
指
導
員
任
用
資
格

賃
金　

日
額
７
６
７
０
円
（
児
童
指
導
員
任

用
資
格
の
み
の
場
合
は
日
額
７
１
６
０
円
）

言
語
聴
覚
士

勤
務
場
所　

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
（
下

柏
町
）

募
集
人
数　

１
名

応
募
資
格　

言
語
聴
覚
士

賃
金　

日
額
９
２
０
０
円

保
育
士
（
児
童
発
達
支
援
）

勤
務
場
所　

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
（
下

柏
町
）

募
集
人
数　

２
名

応
募
資
格　

保
育
士

賃
金　

日
額
７
６
７
０
円

相
談
支
援
専
門
員

勤
務
場
所　

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
（
下

柏
町
）

募
集
人
数　

１
名

応
募
資
格　

障
が
い
者
相
談
支
援
従
事
者
研

修
修
了
者

賃
金　

日
額
８
９
０
０
円

教
育
支
援
員

勤
務
場
所　

①
市
内
小
中
学
校
、
②
市
内
幼

稚
園

募
集
人
数　

７
名

応
募
資
格　

①
不
問
（
教
員
免
許
な
ど
取
得

者
歓
迎
）、
②
幼
稚
園
教
員
免
許

賃
金　

①
日
額
７
１
６
０
円
（
有
資
格
者
は

５
１
０
円
増
）、
②
日
額
７
６
７
０
円

収
納
員
【
嘱
託
員
】

勤
務
場
所　

国
保
医
療
課

募
集
人
数　

１
名

応
募
資
格　

普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
カ
ブ

の
運
転
が
可
能
な
方
）

賃
金　

月
額
16
万
５
千
円

※
こ
れ
ら
以
外
に
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
転
手
、

施
設
一
般
事
務
員
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

※
勤
務
時
間
や
そ
の
他
の
手
当
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※
募
集
が
終
了
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　

人
事
課　

28
・
６
０
０
４

　

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委
員
募
集

　

明
る
い
選
挙
の
推
進
と
投
票
へ
の
参
加
啓

発
な
ど
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

任
期　

４
月
１
日
か
ら
２
年
間

応
募
要
件

○
本
市
に
居
住
し
、
選
挙
権
を
有
す
る
方

○
政
治
的
公
平
な
立
場
の
方

○
本
市
の
他
の
委
員
会
や
審
議
会
な
ど
の
委

　

員
で
な
い
方

　

２
名

　

２
月
28
日
（
木
）
ま
で

　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

応
募
の
理
由
や
ご
意
見
を
明
記
し
、
郵
便
・

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
ご
応

募
く
だ
さ
い
（
様
式
自
由
）。

　
　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

28
・
６
０
５
１

　

〒
７
９
９
・
０
４
９
７

　

三
島
宮
川
４
・
６
・
55

　

28
・
６
１
２
４

　

senkan@city.shikokuchuo.ehime.jp

　

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

　

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
員
」
募
集

　

県
が
開
設
し
た
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
独
身
男
女
に
出
会
い
の
場
を
提

供
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
各
地
で
開
催
し
て
お

り
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
員
」
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
県
内
で
約
２
０
０
人
が
活
動
し
て

い
ま
す
が
、
活
動
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、

出
会
い
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
や
カ
ッ
プ
ル
の

フ
ォ
ロ
ー
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

東
予
地
区
説
明
会　

※
要
事
前
申
し
込
み

四
国
中
央
市

　

２
月
20
日
（
水
）
18
時
30
分
～
20
時
30
分

　

川
之
江
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階

会
議
室
３
（
市
民
会
館
川
之
江
会
館
東
隣
）

西
条
市

　

２
月
20
日
（
水
）
10
時
～
12
時

　

西
条
公
民
館
（
西
条
市
新
田
２
１
８
・
21
）

新
居
浜
市

　

２
月
20
日
（
水
）
14
時
～
16
時

　

新
居
浜
ウ
イ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
（
新
居
浜
市

庄
内
町
４
・
４
・
19
）

　
　

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

　

０
８
９
・
９
３
３
・
５
５
９
６



　

紙
講
座
受
講
生
募
集
（
第
32
期
生
）

開
講
期
間
及
び
受
講
要
領

　

４
月
か
ら
１
年
間
（
月
１
回
受
講
）

　

紙
の
ま
ち
資
料
館

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

年
額
１
５
０
０
円

※
別
途
教
材
費
が
必
要
で
す

　

２
月
９
日
（
土
）
～
３
月
９
日
（
土
）

　

９
時
～
16
時

　

紙
の
ま
ち
資
料
館
の
窓
口
で
直
接
申
し
込

む
か
、
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

講
座
名
、
コ
ー
ス
（
初
級
・
上
級
・
愛
好
会
・

研
究
会
）
を
明
記
し
、
日
付
指
定
配
達
〔
２

月
９
日
（
土
）〕
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
窓
口
で
の
申
し
込
み
を
優
先
し
ま
す

※
受
付
前
〔
２
月
８
日
（
金
）
ま
で
〕
に
到

着
し
た
は
が
き
は
無
効
と
し
ま
す

※
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
受
付

は
、２
月
13
日
（
水
）
か
ら
開
始
し
ま
す
（
月

曜
日
と
祝
日
の
翌
日
は
休
館
）

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
受
付
終
了
と
し
ま
す

（
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
受
付
あ
り
）

　
　

紙
の
ま
ち
資
料
館　

28
・
６
２
５
７

　

〒
７
９
９
・
０
１
０
１

　

川
之
江
町
４
０
６
９
・
１

　

28
・
６
１
９
６

　

k
a
m
i
n
o
m
a
c
h
i
@
c
i
t
y
.
s
h
i
k
o
k
u
c
h
u
o
.

ehime.jp

紙講座一覧

書道（講座修了作品は自作の手漉き和紙を使用）
　初級　　（定員 20 名）　第 1土曜日　13：00 ～ 16：00
　上級　　（定員 20 名）　第 3土曜日　13：00 ～ 16：00

水引細工
　初級　　（定員 30 名）　第 1日曜日　13：00 ～ 16：00
　上級　　（定員 30 名）　第 3日曜日　13：00 ～ 16：00
　愛好会　（定員 30 名）　第 4日曜日　13：00 ～ 16：00

折り紙・紙工作（受講対象者は小学 4年生以上の初心者）
　初級　　（定員 15 名）　第 4土曜日　13：00 ～ 15：00

絵手紙
　初級　　（定員 30 名）　第 3日曜日　10：00 ～ 12：00
　上級　　（定員 30 名）　第 2日曜日　13：00 ～ 15：00

手漉き和紙
　初級　　（定員 15 名）　第 3日曜日　13：00 ～ 16：00
　愛好会　（定員 15 名）　第 1土曜日　13：00 ～ 16：00

紙バンド手芸
　初級　　（定員 30 名）　第 2金曜日　 9：30 ～ 16：00
　上級　　（定員 30 名）　第 1金曜日　 9：30 ～ 16：00
　研究会　（定員 15 名）　第 2金曜日　 9：30 ～ 16：00

※年間日程表（予定）は、紙のまち資料館で配布します

　

今
治
精
華
高
等
学
校
通
信
制
課
程

　

入
学
生
募
集

　

３
年
間
（
前
籍
校
と
合
わ
せ
て
）
で
高
校

卒
業
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。
川
之
江
ふ
れ

あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
で
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
し

て
お
り
、
登
校
は
週
２
日
程
度
で
す
。

新
入
生

　

中
学
校
卒
業
見
込
み
の
方
、
ま
た
は
中
学

校
既
卒
の
方

　

２
月
１
日
（
金
）
～
４
月
13
日
（
土
）

転
・
編
入
生

　

高
等
学
校
に
在
籍
中
の
方
、
ま
た
は
中
途

退
学
し
た
方

　

随
時

※
選
考
方
法
は
い
ず
れ
も
書
類
選
考
で
す

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

今
治
精
華
高
等
学
校
通
信
制
課
程

　

０
１
２
０
・
２
４
２
・
１
５
８

　

平
成
31
年
度
資
源
回
収
団
体
募
集

　

市
内
で
古
紙
（
新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、

牛
乳
パ
ッ
ク
、
雑
紙
）
や
古
着
を
自
主
的
に

回
収
し
、
資
源
の
再
利
用
や
ご
み
の
減
量
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
、
自
治
会
や
愛
護

班
な
ど
の
市
民
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　

実
施
団
体
に
は
、
回
収
量
に
応
じ
た
補
助

金
（
１
㌔
に
つ
き
５
円
）
を
交
付
し
ま
す
。

団
体
登
録
・
申
込
方
法

　

補
助
金
を
受
け
る
場
合
、
新
規
ま
た
は
継

続
に
関
わ
ら
ず
、
毎
年
団
体
登
録
が
必
要
で

す
。
生
活
環
境
課
に
備
え
付
け
の
登
録
用
紙

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
自
治
会
、
愛
護
班
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
以
外
の
団
体
は
、
団
体
規
約
の
提
出

が
必
要
で
す

補
助
金
交
付
申
請

　

団
体
登
録
を
行
っ
た
後
、
回
収
活
動
を
実

施
し
、
必
要
書
類
を
生
活
環
境
課
ま
た
は
各

窓
口
セ
ン
タ
ー
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
申
請
に
は
、
回
収
実
施
状
況
の
写

真
が
必
要
で
す
。
毎
回
撮
影
し
て
く
だ
さ
い

平
成
30
年
度
分
の
補
助
金
交
付
申
請

　

３
月
末
ま
で
に
資
源
回
収
を
実
施
し
た
団

体
は
、
４
月
末
ま
で
に
補
助
金
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
期
日
を
過
ぎ
る
と
、
補
助
金

の
支
払
い
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

生
活
環
境
課　

ご
み
減
量
推
進
係

　

28
・
６
０
１
５

　

統
計
調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

各
種
統
計
調
査
で
の
説
明
会
へ
の
出
席
、

調
査
票
の
配
布
・
回
収
・
点
検
整
理
な
ど

　

20
歳
以
上
70
歳
未
満
で
、
統
計
調
査
に
熱

意
が
あ
り
、
時
間
に
余
裕
が
あ
る
方

　

随
時

報
酬　

１
調
査
あ
た
り
３
万
～
５
万
円
程
度

※
調
査
の
種
類
に
よ
り
活
動
に
か
か
る
日
数

な
ど
を
考
慮
し
て
定
め
て
お
り
、
必
ず
し
も

こ
の
範
囲
内
と
は
限
り
ま
せ
ん

　
　

政
策
推
進
課　

28
・
６
０
０
５



　

65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
で
一
定
の

　

障
が
い
の
あ
る
方
は
、
後
期
高
齢
者

　

医
療
保
険
に
加
入
で
き
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
る

と
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
が
原
則
１
割
と
な

り
、
保
険
料
も
現
在
の
国
民
健
康
保
険
料
な

ど
に
比
べ
て
安
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
所
得
や
世
帯
構
成
に

よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
保
医
療
課　

後
期
高
齢
者
医
療
係

　

28
・
６
０
１
７

　

「
送
り
つ
け
商
法
」
に
は

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

海
産
物
の
お
い
し
い
季
節
で
す
が
、
注
文

し
て
い
な
い
カ
ニ
な
ど
の
海
産
物
を
送
り
つ

け
、
受
け
取
っ
た
こ
と
で
支
払
い
義
務
が
あ

る
と
消
費
者
に
勘
違
い
さ
せ
て
支
払
わ
せ
よ

う
と
す
る
「
送
り
つ
け
商
法
」
に
関
す
る
相

談
が
、
高
齢
者
を
中
心
に
続
い
て
い
ま
す
。

相
談
事
例

　

家
族
の
留
守
中
に
、
高
齢
の
父
宛
て
に
宅

配
便
の
代
引
き
で
荷
物
が
届
い
た
。

　

父
自
身
に
は
注
文
し
た
覚
え
は
な
か
っ
た

が
、
家
族
が
注
文
し
た
と
思
い
込
み
、
代
金

１
万
３
千
円
を
支
払
い
受
け
取
っ
て
し
ま
っ

た
。
家
族
が
帰
宅
し
た
後
に
開
け
て
み
る
と
、

カ
ニ
１
杯
と
ホ
タ
テ
貝
５
枚
が
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
封
入
さ
れ
た
状
態
で
入
っ
て
お
り
、
契
約

書
類
も
一
緒
に
入
っ
て
い
た
。

　

家
族
の
誰
も
注
文
し
て
い
な
い
の
で
返
品

し
、
支
払
っ
た
代
金
も
返
し
て
ほ
し
い
。

ア
ド
バ
イ
ス

○
家
族
が
注
文
し
た
か
ど
う
か
不
明
な
場
合

　

は
、
本
人
に
確
認
し
て
か
ら
受
け
取
る
な

　

ど
冷
静
に
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

注
文
し
て
い
な
い
商
品
が
届
い
た
ら
、
宅

　

配
業
者
に
「
受
け
取
れ
ま
せ
ん
」
と
伝
え
、

　

受
け
取
り
を
拒
否
し
て
く
だ
さ
い
。

○
事
前
に
電
話
で
勧
誘
し
、
消
費
者
が
注
文

　

し
て
い
な
い
の
に
「
注
文
を
受
け
た
商
品

　

を
送
る
」
な
ど
と
強
引
に
送
り
つ
け
て
支

　

払
い
を
迫
る
事
例
も
目
立
ち
ま
す
。
電
話

　

が
か
か
っ
て
き
て
も
、
申
し
込
ん
だ
覚
え

　

が
な
く
、
購
入
す
る
つ
も
り
も
な
け
れ
ば
、

　

き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。
承
諾
し
て
い

　

な
い
の
に
一
方
的
に
商
品
が
送
り
つ
け
ら

　

れ
て
き
て
も
支
払
い
の
義
務
は
な
く
、
受

　

け
取
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
業
者
の

　

連
絡
先
な
ど
が
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い

　

た
め
、
商
品
を
受
け
取
り
支
払
っ
て
し
ま

　

う
と
代
金
を
取
り
戻
す
こ
と
が
難
し
く
な

　

り
ま
す
。
安
易
に
受
け
取
ら
な
い
よ
う
に

　

し
ま
し
ょ
う
。

○
電
話
で
勧
誘
を
受
け
て
契
約
し
た
場
合
、

　

８
日
以
内
で
あ
れ
ば
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

　

フ
」
が
で
き
ま
す
。

○
困
っ
た
こ
と
や
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
場
合

　

は
、
左
記
の
相
談
窓
口
ま
で
ご
相
談
く
だ

　

さ
い
。

困
っ
た
時
は
、
ピ
ピ
ッ
と
相
談
！

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

市
民
く
ら
し
の
相
談
課　

28
・
６
１
４
３

　

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

０
８
９
・
９
２
５
・
３
７
０
０

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

１い

や

や

８
８

相　

談

障
が
い
の
あ
る
方
へ

内容 日時 場所 問い合わせ先

パソコンワード文字入力講座
※無料、要申し込み

2/8（金）・2/15（金）
10：00 ～ 12：00

市役所市民交流棟 1階
多目的室

障がいピアサポート
センター　24-0439

県委託療育等支援事業
（相談・講師派遣など）

月～金曜日
支援の必要な方や家族が関わる
保育園・幼稚園・学校・事業所
など

澄心そうだんさぽーと
22-3311（鈴木）

障がい者の就労相談・支援、
事業所からの雇用相談
※来所による相談は要予約

月～金曜日
9：00 ～ 17：30

サンハイツ三島中央 1階
（三島中央 3-13-12）

ジョブあしすと UMA
23-6558（ファクス兼）

障がいのある方へ　相談・支援事業

　

精
神
障
が
い
者
当
事
者
学
習
会

　

２
月
７
日
（
木
）
14
時
～
15
時
30
分

　

保
健
セ
ン
タ
ー
１
階　

集
団
指
導
検
診
室

　

今
日
か
ら
で
き
る
災
害
対
策

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所　

土
居
わ
か

た
け　

74
・
９
０
３
３



　

認
知
症
の
語
ら
い
（
無
料
）

　

２
月
15
日
（
金
）
13
時
30
分
～
15
時

　

（
原
則
毎
月
第
３
金
曜
日
に
開
催
）

　

中
之
庄
公
民
館　

会
議
室
２

　

参
加
者
同
士
の
交
流
・
情
報
交
換
、
医
療
・

福
祉
職
に
よ
る
勉
強
会
な
ど

　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
愛
媛
県
支
部

　

０
８
０
・
３
７
４
０
・
０
６
９
７
（
大
澤
）

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　

２
月
20
日
（
水
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

（
原
則
毎
月
第
３
水
曜
日
に
開
催
）

　

専
門
家
と
一
緒
に
、
楽
し
く
認
知
症
の
理

解
を
進
め
る
た
め
の
学
習
や
予
防
、
相
談
活

動
を
行
い
ま
す
。

　

１
０
０
円
（
お
茶
・
お
菓
子
付
き
）

　
　

生
協
宇
摩
診
療
所　

25
・
０
１
１
４

　

（
寒
川
町
２
９
１
２
・
１
）

　

東
予
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

出
張
相
談
（
要
予
約
・
無
料
）

　

２
月
４
日
（
月
）・
２
月
18
日
（
月
）・
３

月
４
日
（
月
）
13
時
～
17
時

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
四
国
中
央
１
階　

相
談
室

　

就
職
で
お
悩
み
の
15
歳
～
39
歳
の
方
ま
た

は
そ
の
保
護
者

　

一
人
１
時
間
の
相
談
で
１
日
４
名
ま
で

　
　

東
予
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

０
８
９
７
・
32
・
２
１
８
１

　

（
新
居
浜
市
繁
本
町
８
・
65
）

　

不
動
産
無
料
相
談
（
要
予
約
）

　

２
月
14
日
（
木
）
13
時
～
17
時

　

宇
摩
建
設
会
館
３
階
（
三
島
宮
川
）

　

相
談
日
前
日
ま
で
の
13
時
～
17
時
に
電
話

予
約　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

　
　

愛
媛
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
四
国
中

央
地
区
連
絡
協
議
会　

24
・
２
２
３
５

　

も
の
忘
れ
チ
ェ
ッ
ク
体
験
（
無
料
）

　

心
配
な
も
の
忘
れ
を
早
期
に
発
見
し
、
予

防
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

た
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
「
も
の
忘
れ
相
談
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
体
験
で
き
ま
す
。

　

一
人
５
分
程
度
で
簡
単
に
で
き
ま
す
。

　

高
齢
介
護
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

28
・
６
１
４
７

日時 場所

2/6（水）・3/6（水）
13：30 ～ 15：00

高齢介護課
（市役所 2階）

2/12（火）
13：30 ～ 15：00

土居窓口
センター 1階

※予約不要

　

「
働
き
方
改
革
」
へ
の
取
り
組
み
を

　

支
援
し
ま
す
！

　

愛
媛
労
働
局
で
は
、
県
内
の
労
働
基
準
監

督
署
に
「
労
働
時
間
相
談
・
支
援
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
置
し
、
中
小
企
業
経
営
者
の
お
悩
み
に

対
し
、
き
め
細
や
か
な
相
談
・
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

窓
口
相
談
、
電
話
相
談
ど
ち
ら
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

受
付
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

○
時
間
外
・
休
日
労
働
協
定
（
三
六
協
定
）

　

な
ど
の
労
働
時
間
制
度

○
変
形
労
働
時
間
制
な
ど
の
労
働
時
間
に
関

　

す
る
制
度
の
導
入

○
長
時
間
労
働
の
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み

　

新
居
浜
労
働
基
準
監
督
署

　

０
８
９
７
・
37
・
０
１
５
１

　

（
新
居
浜
市
一
宮
町
１
・
５
・
３
）

　

青
少
年
の
生
活
悩
み
相
談
（
無
料
）

　

９
時
～
20
時
の
間
で
随
時

　

電
話
ま
た
は
面
接

　

15
歳
～
20
歳
の
方
ま
た
は
保
護
者
な
ど

　
　
　

自
立
援
助
ホ
ー
ム
て
ぃ
ー
だ

　

74
・
３
５
３
８

　

（
土
居
町
小
林
18
・
３
）

　

無
料
特
許
相
談
（
要
予
約
）

　

３
月
４
日
（
月
）
13
時
～
16
時

　

四
国
中
央
商
工
会
議
所
〔
旧
川
之
江
保
健

セ
ン
タ
ー
（
金
生
町
下
分
７
８
９
・
１
）〕

　

相
談
日
の
５
日
前
ま
で
に
電
話
予
約

　
　

四
国
中
央
商
工
会
議
所　

特
許
相
談
係

　

58
・
３
５
３
０

　

ミ
ニ
ク
ラ
ブ
（
無
料
）

日時 場所

毎週火曜日
13：00 ～ 14：00

川之江ふれあい
交流センター

毎週金曜日
13：00 ～ 14：00

みしま
児童センター

　発達や発育に心配がある未就園のお

子さんと保護者を対象とした、小集団

あそびと相談のひろばです。利用を希

望される方は、お問い合わせください。

　発達支援課　28-6029



相談日は変更する場合があります。事前に電話でお問い合わせください。

 法律相談　※要予約会場の受付は相談日前日 17：15 まで

 2/ 5（火）13：00 ～ 15：00 受付  川之江文化センター 1階

 社会福祉
 協議会

28-6127

 2/ 8（金） 8：30 ～ 11：00 受付  福祉会館 1階　相談室 3

 2/19（火）13：00 ～ 15：00 受付  川之江文化センター 1階

 2/20（水） 8：30 ～ 11：00 受付  福祉会館 1階　相談室 3

 2/27（水） 13：30 ～ 15：30  土居福祉センター※要予約

 3/ 5（火）13：00 ～ 15：00 受付  川之江文化センター 1階

 3/ 8（金） 8：30 ～ 11：00 受付  福祉会館 1階　相談室 3

 司法書士相談　※相談日前日 17：15 までに要予約

 2/ 5（火） 13：00 ～ 16：00  福祉会館1階　相談室2・3
 社会福祉
 協議会

28-6127

 2/13（水） 13：00 ～ 16：00  川之江文化センター 1階

 2/21（木）  9：00 ～ 12：00  新宮高齢者生活福祉センター

 3/ 5（火） 13：00 ～ 16：00  福祉会館1階　相談室2・3

 人権相談

 2/ 8（金） 10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室
人権施策課
28-6073

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 松山地方法務局四国中央支局
 23-2407

 年金出張相談　※要予約

 2/ 7（木）10：00 ～ 14：30 受付

 川之江文化センター 4階

 新居浜
 年金事務所

（0897）
35-1445

 2/21（木）10：00 ～ 14：30 受付

 3/14（木）10：00 ～ 14：30 受付

 3/28（木）10：00 ～ 14：30 受付

 行政相談

 2/ 4（月）10：00 ～ 12：00  福祉会館 1階　相談室 1

総務調整課

28-6002

 2/ 8（金） 10：00 ～ 12：00  新宮公民館 1階　研修室

 2/18（月） 9：00 ～ 12：00  土居窓口センター 1階

 2/19（火）13：30 ～ 15：30  川之江文化センター 2階

 2/25（月）10：00 ～ 12：00  福祉会館 1階　相談室 1

 3/ 4（月）10：00 ～ 12：00  福祉会館 1階　相談室 1

 一般・消費・ＤＶ相談（相談窓口）

 2/ 5（火） 9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

 市民くらし
 の相談課

28-6143

 2/ 7（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

 2/12（火） 9：00 ～ 11：30  土居窓口センター 1階

 2/14（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

 2/21（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

 2/28（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

 3/ 5（火） 9：30 ～ 11：30  新宮公民館 1階　研修室

 3/ 7（木） 9：00 ～ 11：30  川之江文化センター 1階

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 市民くらしの相談課
 （市役所 1階）

 暴力団相談

年中（土・日・祝日・年末年始を除く）
8：30 ～ 17：15

 愛媛県暴力追放推進センター
 089-932-1893

2 月の相談日程

今月の納期
固定資産税　4期分

国民健康保険料　8期分

後期高齢者医療保険料　8期分

介護保険料　8期分

保育園保育料　2月分

幼稚園使用料　2月分

市営住宅使用料　2月分

市営住宅駐車場使用料　2月分

※納期限　2月 28 日（木）

水道料金　1月分

下水道使用料　1月分

※納期限　2月 12 日（火）

障がいのある方へ
指定相談支援事業所

 基幹相談支援センター

　 28-6154　　 8：30 ～ 17：15

 澄心そうだんさぽーと

　 22-3311　　 9：00 ～ 18：00

 光と風

　 22-4020　　 9：00 ～ 17：00

 障がい者相談支援センター

　 28-6135　　 8：30 ～ 17：15

 ひまわり

　 22-3802　　 8：00 ～ 17：00

 相談サポート　優

　 72-8080　　 8：30 ～ 17：30

 四つ葉

　 57-0426　　 9：00 ～ 18：00

 市児童発達支援センター

　 28-6266　　 8：30 ～ 17：15

 相談さぽーと　夢の種

   29-5503　　 9：00 ～ 18：00



川
之
江
図
書
館

子
ど
も
映
画
会　

※
無
料

　
２
月
９
日
（
土
）
10
時
～
10
時
30
分

　「
ト
ム
と
ジ
ェ
リ
ー
」「
幸
福
の
王
子
」

映
画
会
（
一
般
向
け
）　

※
無
料

　
２
月
21
日
（
木
）
10
時
～
12
時
45
分

　「
ビ
リ
ー
エ
リ
オ
ッ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ラ

イ
ブ
リ
ト
ル
ダ
ン
サ
ー
」（
洋
画
・
字
幕
）

川
之
江
図
書
館

え
ほ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
（
幼
児
～
小
学
生
）

　
２
月
２
日
（
土
）
14
時
～
15
時

ち
っ
ち
ゃ
な
お
は
な
し
会
（
乳
幼
児
～
）

　
２
月
13
日
（
水
）
10
時
～
10
時
30
分

お
は
な
し
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
（
幼
児
～
）

　
２
月
23
日
（
土
）
14
時
～

三
島
図
書
館

き
ん
こ
ん
か
ん
の
お
は
な
し
か
み
し
ば
い

（
幼
児
～
小
学
３
年
生
）

　
２
月
２
日
（
土
）
14
時
30
分
～

　
２
月
16
日
（
土
）
14
時
30
分
～

お
は
な
し
☆
ら
っ
こ
（
乳
児
～
）

　
２
月
16
日
（
土
）
10
時
～

土
居
図
書
館

ド
ー
ナ
ツ
の
お
は
な
し
会
（
幼
児
～
）

　
２
月
９
日
（
土
）
10
時
～

　
２
月
23
日
（
土
）
14
時
～

ベ
ビ
ー
ド
ー
ナ
ツ
の
お
は
な
し
会
（
乳
幼
児
）

　
２
月
13
日
（
水
）
10
時
～

お
や
こ
図
書
館

お
や
こ
で
お
は
な
し
会
（
乳
幼
児
～
）

　
２
月
９
日
（
土
）
10
時
30
分
～

川之江図書館　28-6256

三島図書館　　28-6053

土居図書館　　28-6354

おやこ図書館　28-6258

検索紙のまち図書館

イ
ベ
ン
ト
情
報

2 月の休館日

川之江・三島・
おやこ図書館

毎週月曜日・28（木）

土居図書館

毎週月曜日・
12（火）・28（木）

お
は
な
し
会

な
く
そ
う
！

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
人
権
侵
害

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
輪
を
広
げ
る
便
利
な
機
能
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
利
用
が
進
む
一
方
で
、
使

い
方
を
誤
る
と
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た

り
、
命
に
関
わ
る
事
態
を
引
き
起
こ
し
た

り
す
る
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

み
ん
な
の
人
権
を
守
る
た
め
に
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
起
こ
り
得
る
人
権
侵
害

に
つ
い
て
一
人
ひ
と
り
が
理
解
を
深
め
、

ル
ー
ル
や
モ
ラ
ル
を
守
っ
て
利
用
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

ど
ん
な
こ
と
が
人
権
侵
害
に
な
る
の
？

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
他
人
の
個
人
情
報

を
流
し
た
り
、
悪
口
や
嫌
が
ら
せ
、
無
責

任
な
う
わ
さ
を
広
め
た
り
す
る
こ
と
は
、

人
権
侵
害
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
自
分
の
名
前

や
顔
を
簡
単
に
は
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
発

言
で
き
る
こ
と
か
ら
、
匿
名
性
を
悪
用
し

た
人
権
侵
害
が
全
国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
中
に
法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関

が
処
理
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
人
権
侵
犯
事
件
の
数
は
２
２
１
７
件
で

過
去
最
高
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
、

名
誉
毀き

そ

ん損
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
二
つ

で
、
全
体
の
約
９
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
を
防
ぐ

た
め
に

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
時
も
、

直
接
人
と
接
す
る
時
と
同
じ
よ
う
に
、
相

手
の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

お
互
い
の
顔
は
見
え
な
く
て
も
、
つ
な
が
っ

た
先
に
い
る
の
は
、
心
を
持
つ
生
身
の
人

間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

じ
ん
け
ん
広
場

も
し
も
、
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
ら
…

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
人
権
相
談
窓
口
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
（
全
国
共
通
）

　

０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０

川
之
江
隣
保
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

人
権
の
日
学
習
会

　

２
月
11
日
（
月
・
祝
）
10
時
～
11
時
30
分

　
　

川
之
江
隣
保
館　

28
・
６
２
５
４

ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

　

２
月
24
日
（
日
）
13
時
～
15
時
30
分

　

利
用
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
発
表
、
人
権
啓

発
講
演
会

　
　

本
一
英
さ
ん
（
阿
波
木で

こ偶
箱
ま
わ
し

保
存
会
顧
問
）
ほ
か

　
　

川
之
江
隣
保
館　

28
・
６
２
５
４

土
居
隣
保
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

人
権
・
同
和
教
育
講
演
会

　

２
月
４
日
（
月
）
19
時
～
20
時
30
分

　

「
や
め
ま
せ
ん
か　

き
ち
ん
と
説
明
で
き

な
い
こ
と
は
～
合
理
的
、
科
学
的
、
客
観

的
に
～
」

　

西
山
博
さ
ん
（
み
ん
な
で
人
権
を
考
え

る
会
「
こ
ろ
ん
」
代
表
）

　
　

土
居
隣
保
館　

28
・
６
３
５
６

第
27
回
土
居
隣
保
館
ま
つ
り

　

３
月
３
日
（
日
）
10
時
～
16
時

　

作
品
展
示
な
ど

○
10
時
～
13
時　

う
ど
ん
な
ど
の
バ
ザ
ー

　

（
わ
た
が
し
と
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
は
無
料
）

○
13
時
40
分
～　

小
・
中
・
高
校
生
人
権

　

作
文
発
表

○
14
時
20
分
～　

人
権
・
同
和
教
育
講
演

　

会
「
み
ん
な
の
幸
せ
を
め
ざ
し
て
」

　

大
島
進
さ
ん
（
松
山
市
人
権
啓
発
課
指

導
員
）

　
　

土
居
隣
保
館　

28
・
６
３
５
６



1/13（日）長津小学校で行われたどんど焼き

内容

参加費

定員

募集期限

対象者

講師

持参品

問い合わせ先

申込方法・申込先

第
26
回
川
滝
地
区

女
性
の
集
い

２
月
17
日
（
日
）
13
時
30
分
～

　
講
演
会

　
28
・
６
２
５
２

川滝

天満

第
４
回

天
満
減
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

２
月
16
日
（
土
）
19
時
30
分
～

　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
、
防
災
カ
ー
ド

ゲ
ー
ム
、
情
報
交
換

　
28
・
６
３
６
０

土
居
地
区
女
子
レ
ク
バ
レ
ー

大
会

２
月
23
日
（
土
）
19
時
～

土
居
総
合
体
育
館
（
ア
リ
ー
ナ
土

居
）

　
28
・
６
３
５
８

土居

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
募
集

◇
軟
式
野
球
（
男
子
・
女
子
）

◇
サ
ッ
カ
ー
（
男
子
・
女
子
）

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　 

（
男
子
・
女
子
）

◇
ミ
ニ
バ
ス
（
男
子
・
女
子
）

　
新
小
学
１
年
生
～
６
年
生

※
随
時
募
集
し
て
い
ま
す

　
28
・
６
０
６
３

三島

ふ
れ
あ
い
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

２
月
16
日
（
土
）
９
時
～

長
津
小
学
校
体
育
館

　
２
月
７
日
（
木
）
ま
で

※
申
し
込
み
は
公
民
館
ま
た
は
各

地
域
役
員
ま
で

　
　
28
・
６
３
６
２

長津

小富士

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
募
集

◇
軟
式
野
球
（
男
子
・
女
子
）

◇
ミ
ニ
バ
ス
（
男
子
・
女
子
）

　
新
小
学
１
年
生
～
６
年
生

※
随
時
募
集
し
て
い
ま
す

　
28
・
６
３
５
９

みなさんのご参加
お待ちしてま～す !!

ま
ぜ
こ
ぜ
球
技
大
会

２
月
９
日
（
土
）
８
時
30
分
～

松
柏
小
学
校
体
育
館

　
レ
ク
バ
レ
ー
な
ど

※
１
チ
ー
ム
６
名
以
上
で
、
申
し

込
み
が
必
要
で
す

　
　
28
・
６
０
６
２

松柏



　♪　離乳食セミナー　（予約制 ・ 無料）
　簡単、便利、すばやくできる！基本を学びましょう。

■とき　2/22（金）9：30 ～ 11：30

■内容　離乳食の進め方や工夫の話、初期の調理実習

■対象　生後 5～ 6か月のお子さんの保護者

■定員　10 名  

■持参品　母子健康手帳、筆記用具、エプロン、　

　　　　　バンダナ、手拭きタオル

■申込期限　2/18（月）まで

■ところ・申し込み先　保健センター　28-6054

※お子さん連れの場合はおんぶひもをご持参ください

  ♪　からだとこころの健康相談
    （予約制 ・ 無料）
　ご自身やご家族の身体と心の健康について、気になる

ことや、相談したいことはありませんか？

■とき　2/20（水）、3/6（水） 9：00 ～ 11：00

■内容　健康相談、血圧測定、尿検査、体脂肪測定、

　　　　血管年齢測定、唾液ストレスチェックなど

■ところ・申し込み先　保健センター　28-6054

  ♪ 「知っ得！ゼミ」 受講生大募集 !!
       （予約制 ・ 無料）
　ご自身の健康、見直してみませんか？

■とき　2/20（水）13：30 ～ 15：00

　　　　（全 5回のうち最終回です）

■ところ　福祉会館 4階　多目的ホール

■内容　運動でリフレッシュ

　　　　～無理なくできるストレッチ～

■定員　60 名程度

■持参品　飲み物、筆記用具

■講師　薦
せ ん だ

田亮志さん（市体育協会）

■申し込み先　保健センター　28-6054

お住まい
（地域）

育児相談
妊婦相談

4か月児健診 1歳6か月児健診 3歳児健診

Ｈ30年9月生 Ｈ30年10月生 Ｈ29年7月生 Ｈ29年8月生 Ｈ28年1月生 Ｈ28年2月生

川之江
新宮

2/4（月）
13：30～ 15：00

2/7（木）
13：00 ～ 13：45

3/7（木）
13：00 ～ 13：45

2/14（木）
13：00 ～ 13：45

3/14（木）
13：00 ～ 13：45

2/21（木）
13：00 ～ 13：45

3/28（木）
13：00 ～ 13：45

川之江ふれあい交流センター（市民会館川之江会館隣）

三島
2/28（木）

13：30～ 15：00
2/12（火）

13：00 ～ 13：45
3/12（火）

13：00 ～ 13：45
2/19（火）

13：00 ～ 13：45
3/26（火）

13：00 ～ 13：45
2/5（火）

13：00 ～ 13：45
3/5（火）

13：00 ～ 13：45

保健センター

土居
3/15（金）

10：00～ 11：30
2/1（金）13：00 ～ 13：45

土居こども館 土居窓口センター 3階 保健センター

乳幼児健診・育児相談・妊婦相談　～子どもの健やかな発育のために～

保健センターで受診できない土居地域の方は、土居窓口セ
ンター 3階で行われる 1歳 6 か月児・3歳児健診にお越し
ください
とき：3/22（金）13：00 ～ 13：45

※川之江・新宮地域にお住まいの方へ：健診・相談場所は川之江ふれあい交流センター（市民会館川之江会館隣）です
※お住まいの地域以外の健診日程で受診したい場合は、事前に下記までご連絡ください
●母子健康手帳と健診問診票（育児ノートから切り取って）をご持参ください。
● 1歳 6か月児健診・3歳児健診は歯科健診がありますので歯磨きをしてお越しください。
●健診当日、お子さんの体調が優れない場合は、無理をせず体調が回復してから受診するようにしましょう。
●上記相談日以外でも、妊娠や育児に関する相談は随時行っていますので、お気軽にご相談ください。

保健センター 28-6054 　保健推進課川之江窓口 28-6214   保健推進課土居窓口 28-6350問

　妊娠・出産・育児について学べる教室です。

■とき　2/20（水）13：30 ～ 16：00
■内容　妊娠中・授乳中の食事や運動について、赤ちゃ
        んの抱き方、授乳方法を学ぼう
※運動ができる服装（ズボンなど）でお越しください
■対象　平成 31 年 4 月～ 6月ごろ出産予定で市内在住   

        の初妊婦さんとそのご主人

■持参品　母子健康手帳、筆記用具、お茶など

■申込期限　2/15（金）まで

■ところ・申し込み先　保健センター　28-6054

※参加者多数の場合は調整させていただきます

♪　ママパパ学級「栄養・運動編」
　　（予約制 ・ 無料）



休日当番医　　診療時間　9 ： 00 ～ 18 ： 00
※都合により変更する場合があります

月日 東部 西部

2/3
井上整形外科ｸﾘﾆｯｸ
58-8700（金生町山田井）

青野医院
74-7470（土居町津根）

2/10
中央ｸﾘﾆｯｸ
23-7808（三島中央）

豊岡台病院
25-0088（豊岡町長田）

2/11
松岡整形外科
58-5455（川之江町）

三島外科胃腸ｸﾘﾆｯｸ
24-3111（中之庄町）

2/17
岸田ﾒﾃﾞ
56-0188（妻鳥町）

白石医院
25-0777（豊岡町豊田）

2/24
芝医院
56-4811（妻鳥町）

栗整形外科病院
24-5550（中之庄町）

3/3
加地医院
23-2039（三島中央）

恵康病院
74-7600（土居町蕪崎）

3/10
豊永医院
56-3037（金田町金川）

西岡病院
24-5511（三島金子）

ｨｶﾙｸﾘﾆｯｸ

　新たに成人を迎えた「はたち」の若者を中心として、

幅広い世代に献血への理解と協力をお願いするため、1～

2月にかけて「はたちの献血」キャンペーンを開催してい

ます。お近くで献血車を見かけたら、ぜひ献血にご協力

ください。

■問い合わせ先　

　愛媛県赤十字血液センター　

　089-973-0700

　四国中央保健所　

　企画・医療対策グループ　23-3360

だれかじゃない、あなたの力が必要です !!
～はたちの献血キャンペーン～

愛媛県献血推進キャラクター

 　麻しん風しん混合予防接種 【ＭＲ 2 期】　（無料）
　 母子健康手帳を確認して、まだ接種していないお子さんは早めに接種しましょう。

　 対象者　平成 24 年 4 月 2 日～平成 25 年 4 月 1 日生まれのお子さん

 　高齢者の肺炎球菌予防接種
　 今年度の対象者の方には、紫色の封筒でご案内を昨年 4月初旬にお送りしています。

　 ご希望の方は、期限までに接種しましょう。

　 また、県外の医療機関で接種する方は、あらかじめ申請手続きが必要ですのでお問い合わせください。

 　料金　4,000 円

 お急ぎください !　接種期限 （3 月 31 日） が近づいています !!
■問い合わせ先　保健センター　28-6054

急病などで困った時は !
○テレガイド（休日・夜間救急当番医など）
　23-5990
　消防署につながります。自動音声でその日の夜間
　救急病院の病院名と電話番号、また急患医療セン
　ターの電話番号を教えてくれます。

○病院案内　　28-9119
　消防署につながります。担当者が症状などを聞いて
　どこの病院へ行けばよいか案内します。

○小児救急医療電話相談　
  089-913-2777 または ＃ 8000 （携帯 ・ プッシュ回線）

　医師や看護師などが家庭での応急対処の方法や医療
　機関の受診について教えてくれます。

◎急患医療センター（内科・小児科）
　56-1913　妻鳥町 1501-1 （妻鳥小学校西側）

　【診療時間】月曜日～土曜日　19：30 ～ 22：30　

　　　　　 　（日曜日・祝日は休診）
※急患医療センターの診療は、 宇摩医師会の有志の先生方のご

協力により実施しています

お願い

　救急外来は、 夜間などの急病に対して応急的な処置

を行うところです。 休日 ・ 夜間に平日の昼間と同じよう

な感覚で安易に救急外来を受信することのないよう、 適

切な救急医療機関の利用をお願いします。

　♪　ＨＩＴＯ病院市民公開講座

　　　（申し込み不要 ・ 無料）
■とき　2/28（木）19：00 ～ 20：30

■ところ　消防防災センター 3階　大会議室

■内容　成人てんかんと不随運動に対する治療について

　　　　①成人てんかんの診断と治療

　　　　②手足の震え・痛み・筋緊張に対する脳神経治療

■講師　①多田恵
よしてる

曜さん（徳島大学病院てんかんセンター

　　　　　副センター長）

　　　　②牟
む れ

礼英生さん（徳島大学病院脳神経外科医師）

■定員　150 名  

■問い合わせ先　HITO 病院　経営企画室　29-5664

  ♪　第 4 回集団栄養教室 （予約制）
　バランス弁当を食べながらおいしく楽しく学びませんか

■とき　3/2（土）13：00 ～（受付 12：30 ～）

■ところ　HITO 病院 3階　大会議室

■内容　メタボリックシンドロームについての講演、簡

　　　　単な運動と管理栄養士からの食事のポイント説明

■申込期限　2/27（水）12：00 まで
■参加費　500 円

■申し込み・問い合わせ先　HITO 病院　栄養科　

　　　　　　　　　　　　　29-5210

  ♪　顔
が ん ば

晴れサロン （申し込み不要・無料）
　がんを体験された方、またその家族のみなさん、お悩

みなどを一緒にお話ししませんか。

■とき　2/22（金）14：00 ～ 16：00

■ところ　四国中央病院新館　新カンファレンス室

■内容　14：00 ～笑いヨガ、15：00 ～茶話会

■講師　鈴木孝子さん（認定笑いヨガティーチャー）

■問い合わせ先　四国中央病院　地域医療連携室

　　　　　　　　58-3515
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編集 ･発行

　NHK に入って 30 年。東京と大阪を中心に、医療専門
の記者として、またキャスターとして NHK スペシャル
やクローズアップ現代などの番組を作ってきました。
週刊こどもニュースや、現在担当している NHK ジャー
ナル（ラジオ第一で平日 22 時から放送）では、政治・
経済・社会・国際のあらゆる分野から取り上げるニュー
スを選び、わかりやすく解説する原稿を練り上げて、
自ら視聴者やリスナーにお伝えしています。
　その原点は、四国中央市で得られました。あまり大
きな声では言えませんが、立ち読みなんです。上分町
生まれの私は、自転車で川之江町や金生町に行って、
書店で何時間も立ち読みしていました。もちろん本も
買っていたのですが、それだけでは足りず、立ち読み
が大きな趣味の一つと言っていい状態でした。考えれ

【主な経歴】
昭和 63 年　早稲田大学卒業
　　　　　 NHK 入局
平成 21 年　「週刊こどもニュース」3代目
　　　　　 お父さん
平成 27 年　「NHK ジャーナル」キャスター

岩本　裕
ひろし

 さん
（昭和 40 年上分町生まれ、東京都在住）

ふるさとアドバイザー　故郷への思いを語る

広報 3月号は
3/1（金）発行です

次号

ば、迷惑この上ない子どもで、立ち読みを許してくれ
ていた書店の方々にお詫びのしようもありません。で
も、広い心で許容していただいたお陰で、今、ラジオ
でしゃべっているトリビアの種をたくさん仕入れるこ
とができたのも事実です。この場を借りて、心から感
謝申し上げます。
　私は松山の高校に転校するまで、ほとんどを四国中
央市で過ごしました。釣りが趣味で、金生川でオイカ
ワやフナを、ため池でコイやザリガニを、そして、川
之江港でサバやチヌを釣っていました。大物を釣り上
げた時や浅瀬でガザミが獲れた時の興奮は本当に得難
いものがありました。
　そしてもう一つ、ふるさとの思い出というと、頭に
浮かぶのが祭りです。太鼓台の勇壮な音。中学校で、
太鼓をたたかせてもらったとき、何となく大人になっ
たような高揚感を得たことが心に深く刻み込まれてい
ます。
　こうして考えると、私の人間性を培ってくれたのは、
やはりふるさとだったと思います。あの頃の経験が、
世の中をどう捉え、どう変えていけばいいのか、その
ために、どんなニュースを、どう伝えていくのかの指
針になっています。育ててくれた四国中央市に感謝を
込め、一層のご発展を祈っています。

株式会社かがやき総合保険企画が車椅子を寄贈

　12月25日（火）、株式会社かがやき総合保険企画（中
泉輝彦代表取締役 CEO）から、車椅子 20 台が寄贈さ
れました。車椅子は市社会福祉協議会、地域振興課、
基幹相談支援センターのほか、市内の企業や施設な
どで利用されます。

愛媛県ほっかほっか会が絵本・図鑑などを寄贈

　12 月 18 日（火）、子どもたちの読書活動推進のた
め、弁当販売のチェーン店「ほっかほっか亭」の県
内オーナーで構成される愛媛県ほっかほっか会（荒
井康

やすしげ

成会長）から、三島小学校に絵本や図鑑など合
計 100 冊が寄贈されました。

宇摩法人会が絵本・紙芝居を寄贈

　1月 11 日（金）、宇摩法人会（石﨑康文会長）から、
絵本 187 冊と紙芝居 65 巻が寄贈されました。今回
贈られた絵本と紙芝居は、市内の幼稚園、保育園及
び認定こども園 11 施設で子どもたちの健やかな成
長のために役立てられます。

NHK チーフ・プロデューサー

第27回伊予三島秋祭りフォトコンテスト結果！

　市内外から応募のあった約 300 点の中から、29 点
が優秀作品に選ばれました。来年度も多数の応募を
お待ちしています。

最優秀賞
「それ行くぞー」
森實好彦さん

秋祭実行委員会会長賞
「本殿前」
大西祐子さん



※紙面の都合上、質問は抜粋しています

※委員会の様子をケーブルテレビで放送中産業建設委員会の審査概要

◎苅田　清秀　○山本　照男　　山川　和孝　　川上　賢孝　　　◎委員長
　青木　永六　　曽我部　清　　石川　秀光　　　　　　　　　　○副委員長

●議案第 75 号「四国中央市工業用水道事業供給条例の一部を改正する条例について」

質問　　新宮水系については、日量 25 万 9,000 トンで 12 円 40 銭から 10 円になると、年

　　　間で約２億 2,000 万円減額することになるが、この時期に２円 40 銭減額する理由

　　　を伺う。

答弁　　工業用水道については、平成 27 年度にアセットマネジメント計画を策定し、工

　　　業用水道の施設等の更新及び耐震化について検討を進めてきた。これを受けて、平

　　　成 30 年３月末に経営戦略を立てて財政面を含めて検討してきた。その結果、新宮

　　　水系については、料金を下げても経営戦略の中で今後 10 年間の経営は成り立ち、 

　　　また、地場産業である製紙産業の地域間の競争力も料金を下げることにより強化さ

　　　れるものと考える。

●議案第 76 号「平成 30 年度四国中央市一般会計補正予算（第７号）」所管分

質問　　生活交通バス路線維持・確保対策事業 2,670 万 5,000 円における、瀬戸内バス３

　　　年間の乗車数の推移について伺う。

答弁　　平成 29 年から平成 30 年９月までの補助対象期間における実績は、輸送人員は川

　　　之江新居浜線国道 11 号便で年間約６万 3,000 人、上分経由便で約６万 2,000 人、

　　　三島新宮霧の森線で約 4,800 人、三島新宮線で約 4,700 人、川之江七田線で約 1,200

　　　人余りとなっている。

質問　　３年間での乗車数の推移はどのようになっているか。

答弁　　横ばいの状態で推移している。

質問　　港湾施設整備事業 8,000 万円の県と市の

　　　負担割合について伺う。

答弁　　村松５・６号岸壁については市の専用バ

　　　ース（※）であるため、修繕等は全額市が

　　　負担することになっている。

質問　　専用岸壁ということで全て市が負担する

　　　ことだが、市と県が共同で管理する施設は

　　　あるのか。

答弁　　通常、公共岸壁は県の管理であるが、施

　　　設の修繕等の費用については愛媛県港湾管

　　　理条例上、３分の１を市が負担することになっており、修繕工事については県が実施

　　　することになっている。市の専用バースについては、市が維持管理・修繕等を行って

　　　いる。

村松５・６号岸壁

※バース：船の係留施設

編集委員　◎印は委員長 ○印は副委員長

◎三宅　繁博　 ○山川　和孝　 石川　　剛　 国政　　守　 三好　　平　 篠永　誠司　 井川　　剛

〔お問い合わせ先〕

〒799-0497愛媛県四国中央市三島宮川４丁目６ー55(四国中央市議会内)  TEL 0896-28-6048

《議会だより編集委員会》



※紙面の都合上、質問は抜粋しています

※委員会の様子をケーブルテレビで放送中教育厚生委員会の審査概要

◎眞鍋　幹雄　○吉原　　敦　　飛鷹　裕輔　　三宅　繁博　　　◎委員長
　谷内　　開　　篠永　誠司　　井川　　剛　　　　　　　　　　○副委員長

●議案第 76 号「平成 30 年度四国中央市一般会計補正予算（第７号）」所管分

質問　　調査対象となるブロック塀は、どこの小・中学校か。

答弁　　三島東中学校や新宮小中学校のような新しいところについては、ブロック塀その

　　　ものが無いので調査はしない。19 校が対象になり基礎調査を行う。

質問　　９月議会の一般質問で、通学路のブロック塀で２件ぐらい危険な箇所があると聞い

　　　たが、今回の調査には該当しないのか。

答弁　　学校のブロック塀をやりかえるための調査になり、通学路は個人のブロック塀にな

　　　るので、今回は含まれていない。

質問　　金生公民館新築事業について、高額

　　　になっているのはなぜか。

答弁　　事業費総額で４億 8,640 万円ほどに

　　　なっている。公民館の面積に関しては

　　　各公民館区の人口規模を目安に面積を

　　　算出している。金生地区については、

　　　川之江地区に次いで大きい地区となる

　　　ので、面積的にも大きな公民館となっ

　　　ている。そのためほかの施設よりも若

　　　干建設費の総額が多くなっている。建

　　　設単価で比較してみると、近年建設された、中之庄・長津・中曽根公民館と大きな違

　　　いはないと考えている。

質問　　金生公民館の竣工はいつごろか。また、公民館機能以外に備えているものはあるか。

答弁　　竣工予定は平成 32 年１月から２月頃としている。供用開始が平成 32 年４月からと

　　　考えている。また、災害時等に使用できるマンホールトイレや外部電源が供給できる

　　　ような設備を予定している。

●議案第 87 号「平成 30 年度四国中央市一般会計補正予算（第８号）」所管分

質問　　小・中学校の空調設備であるが、設計の委託期間が平成31年８月 31日となっている。

　　　夏休み中の工事は、前倒しで契約するのか。

答弁　　平成 31 年２月に中学校の設計が終わる予定なので工事を行い、それと並行して小

　　　学校の設計を行う。

金生公民館

(イメージ図 )



※紙面の都合上、質問は抜粋しています

※委員会の様子をケーブルテレビで放送中総務市民委員会の審査概要

◎石川　　剛　○石津千代子　　国政　　守　　三好　　平　　　◎委員長
　吉田善三郎　　原田　泰樹　　谷　　國光  　西岡　政則　　　○副委員長

●議案第 76 号「平成 30 年度四国中央市一般会計補正予算（第７号）」所管分

質問　　ふるさと納税の現在の状況と推移についてどのようになっているのか。また、人

　　　気のある返礼品はどのようなものか。

答弁　　平成 30 年 12 月 12 日現在で、561 件、577 万 7,000 円の寄附があった。

　　　　寄附の件数は、前年同時期で、1.5 倍に増えている。

　　　　人気のある返礼品は、紙製品（トイレットペーパー）・霧の森大福・里芋（伊予美人）

　　　の順番である。

●議案第 77 号「平成 30 年度四国中央市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）」

質問　　保険料の減額補正は、料率を下げたからだと理解できるが、それ以外の過不足が

　　　生じる費目について示していただきたい。

答弁　　平成 29 年度に交付を受けていた国庫負担金の精算により、交付過多分を国庫に

　　　返還するものである。

●議案第 79 号「公の施設の指定管理者の指定について」（市民文化ホール）

質問　　８月の開館に向けて、大まかな

　　　スケジュールはあるか。開館まで

　　　に従事者の研修は行うのか。

答弁　　今議会で指定管理の議決を受け

　　　た後に、ＮＰＯ法人と仕様書を含

　　　んだ協定を結ぶ。現在のところ、

　　　研修について決まったものはない。

市民文化ホール

(イメージ図 )

  本会議での発言を記録した 12 月定例会の「会議録」を、３月上旬に市役所庁舎棟１

階ロビー、各窓口センター及び市内各図書館に備えます。

  また、市議会ホームページにも全文掲載します。検索も可能ですのでご覧ください。



番　号 件　　　　　　　　　　名 議決結果

承認第５号
平成 30 年度四国中央市一般会計補正予算（第６号）の専決処分の承認を求め
ることについて

承　　認

議案第 74 号
四国中央市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条
例の一部を改正する条例について

原案可決

議案第 75 号 四国中央市工業用水道事業供給条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 76 号 平成 30 年度四国中央市一般会計補正予算（第７号） 原案可決

議案第 77 号 平成 30 年度四国中央市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第 78 号 平成 30 年度四国中央市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第 79 号 公の施設の指定管理者の指定について（市民文化ホール） 原案可決

議案第 80 号 公の施設の指定管理者の指定について（新宮観光施設） 原案可決

議案第 81 号 八日市第２排水機場整備工事（土木）請負契約の締結について 原案可決

議案第 82 号 八日市第２排水機場整備工事（機械設備）請負契約の締結について 原案可決

議案第 83 号 物品購入契約の締結について（市民文化ホール舞台照明備品購入） 原案可決

議案第 84 号 物品購入契約の締結について（市民文化ホール舞台音響備品購入） 原案可決

議案第 85 号 物品購入契約の締結について（市民文化ホール舞台機構備品購入） 原案可決

議案第 86 号 四国中央市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 原案可決

議案第 87 号 平成 30 年度四国中央市一般会計補正予算（第８号） 原案可決

議案第 88 号 平成 30 年度四国中央市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 89 号 平成 30 年度四国中央市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 90 号 平成 30 年度四国中央市簡易水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 91 号 平成 30 年度四国中央市工業用水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第 92 号 平成 30 年度四国中央市公共下水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第 93 号 四国中央市監査委員の選任につき同意を求めることについて 同　　意

議案第 94 号 川之江認定こども園建設工事（建築・機械設備）請負契約の締結について 原案可決

認定第１号 平成 29 年度四国中央市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定

認定第２号
平成 29 年度四国中央市水道事業会計決算、四国中央市簡易水道事業会計決算
及び四国中央市工業用水道事業会計決算の認定について

認　　定

選挙第１号 愛媛県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について 指名推選

議員提出

議案第２号
四国中央市議会会議規則の一部を改正する規則について 原案可決

議員提出

議案第３号
四国中央市議会委員会条例の一部を改正する条例について 原案可決

30 年

請願第２号
「後期高齢者の窓口負担の見直し」に当たり、原則１割負担の継続を求める意
見書の提出を求める請願

継続審査

30 年

陳情第２号
「家庭教育支援法」の制定を求める意見書の提出を求める陳情 継続審査

30 年

請願第１号
日本政府が、「核兵器禁止条約」に署名・批准することを求める意見書の提出
についての請願

継続審査

30 年

陳情第１号
防災体制・防災計画を検証する機関設置を求める陳情 継続審査

平成 30 年 第４回 四国中央市議会定例会　議決結果一覧



　

　

　

　　　 氏　　名

議 案 番 号

飛
　
鷹

吉
　
原

石
川
剛

国
　
政

眞
　
鍋

三
　
好
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三
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内
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苅
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石
　
津

谷
曽
我
部

石
川
秀

西
　
岡

議 案 第 81 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長

× ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 94 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

認 定 第 １ 号 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

各議員の議案に対する賛否の状況 ※ 賛否等の分かれた案件を記載しています

※ ○：賛成　×：反対

◆川之江浜地区の「港湾計画」（埋め立て事業）の進捗状況は

　　　12 月議会に計上されている、この事業のための補正予算を見ると「いよいよ」という気がする。地

　　　域の住民が待ち望んでいるこの計画事業が現在、どのくらいの進捗状況にあるのか伺う。

　市長
　城山下埋め立て事業については、土地利用需要調査を実施し、土地利用計画を策定した。
それらを検討した結果、平成６年に改訂した現港湾計画とは企業の業種や、利用形態につ
いて相違が生じており、今 12 月議会において、港湾計画変更の資料作成委託業務の補正予
算を提出した。また、港湾計画変更の資料作成のためには、住宅用地・緑地など企業用地
以外の土地需要についても調査する必要があり、川之江町の漁港周辺地域である浜５地区
において、住宅用地等の土地需要についてアンケート調査を現在実施している。
　もう一つの課題である川之江漁港の指定取り消しについては、県の漁港課・港湾海岸課・
市の農林水産課・港湾課の４者協議により、水産庁との協議に向け緊密に協議を進めてきた。
現在は協議の資料が整ったことにより、水産庁との協議日程の調整を図っているところで
ある。

 谷　 國光 議員

◆ 2025 年に向け、ベッド数を 329 床減らす国の地域医療構想押しつけは大問題

　　　国全体で 33 万床削減計画は、宇摩地域に 329 床の削減を求めている。療養病床から、医療・介護

　　　機能を持つ介護医療院へ 69 床の転換や、一定の介護へ転換はあるものの、医療構想調整会議での

　　　協議による民主的装いを凝らした病床削減は地域医療の将来が懸念される。

　保健推進課長
　地域医療構想は、2025 年までに宇摩圏域において 329 床を削減するという構想になって
いるが、その中身は入院病床から介護施設等への転換によるものと、診療所等で休床にし
ていた病床を廃止することでの削減も含まれており、ただ単に入院病床削減を目的として
いるものではない。地域医療構想調整会議において、各医療機関自身が、地域における役
割や病床機能等を客観的に把握し、それに応じた必要な体制の構築など、自主的な取り組
みができることで、より良い機能が保たれることを期待している。市としても、市民の安
心と安全を守るため、地域医療の課題について対応していきたいと考える。

その他の質問　○国民健康保険料や介護保険料、保育料などの徴収強化について
　　　　　　　○消費税税率アップの諸問題について

◆日本経済を支える中小企業の支援強化について

　　　地元中小企業の事業承継・人手不足・資金繰り・設備投資支援についての本市の取り組みを伺う。
　　　本市においては、地元企業の皆さまからお聞きする一番の課題は人手不足であり、外国人技能実習
　　　生の受け入れ拡大について伺う。

その他の質問　○書道パフォーマンスについて
　　　　　　　○自殺防止対策の強化について

　副市長、経済部長、政策部長、産業支援課長、税務課長
　地元中小企業の事業承継については、早めの準備と計画的な取り組みが必要であり、関
係機関と連携しながら事業承継の不安解消に努めていきたい。また、資金繰りについては
「四国中央市中小企業融資条例」をもとに企業の育成・振興を図っており、振興資金と緊急
経営資金の２つの融資制度を活用してもらえるよう、多くの中小企業者へ本制度の周知に
努めたい。さらに、設備投資については本市策定の導入促進基本計画に基づき、新規の認
定設備に係る固定資産税の特例率を、取得後の翌年度から３年間ゼロとする条例を、先の
６月議会において改正し、施行された。
　外国人技能実習生の受け入れ拡大については、現行制度のもとで紙関連職種の追加に向
けて業界が一丸となって取り組んでいるところであり、本市も労働力不足が中小企業の発
展において支障とならないように支援していきたい。

青木 永六 議員

国政　 守 議員

その他の質問　○川之江南中学校の傷害事故の全容が見えてきた。その原因と責任は
　　　　　　　　学校にあり



　

　

　

議会を傍聴してみませんか ?
　本会議及び委員会は原則として公開していますので、どなたでも傍聴することができます。傍聴を希望され

る方は、本会議及び委員会当日に、市役所６階で傍聴人受付簿に住所、氏名を御記入のうえ、傍聴してください。

　また、本会議の模様はケーブルテレビ、インターネットで生中継をしています。

◆災害時にペットをどう守るのか

　　　環境省によると西日本豪雨での広島・岡山・愛媛の 150カ所の避難所で、犬と猫合わせて 66頭しか

　　　いなかった。ガイドラインでは、飼い主自らの安全を確保したうえで同行避難することになっている。

　　　ペットと一緒に避難するためには何をすればいいのか、いざという時に備えてもらうため、防災セミ

　　　ナーやパネル展の開催、飼い主向けの冊子の配布をしてはどうか。

　消防長
　ペットの同行避難は、動物愛護の観点だけでなく被災後の飼い主の心のケアとしても非
常に大切であり重要と認識している。しかしながら、さまざまな人が共同生活を送る避難
所においては、ペットに対するトラブルも多数報告されている。鳴き声や臭いに関する苦情、
アレルギー体質の方、動物が苦手な方への配慮など、解決しなければならない課題がたく
さんある。
　防災セミナーやパネル展示、飼い主向けの冊子などの配布は、これらの諸問題を解決す
る方策として非常に有効な手段であることから、本市が開催する防災セミナー等の機会を
捉え飼い主とペットが同行する避難方法の冊子の配布や、同行避難を受け入れる周囲の避
難者への理解を求める啓発など積極的に取り組んでいきたいと考える。

その他の質問　○若者をはじめとする有権者の投票率向上の取り組みについて
　　　　　　　○地域未来投資促進法について

石川　 剛 議員

　市長、消防長
　市職員の防災力向上として、災害対応業務に対する職員のスキルアップが必要と考えて
おり、「県・市町災害対策本部合同運営訓練」を県と合同で実施し、広域的な連携による災
害対応訓練を行っている。また、地域で開催されている防災セミナーや救命救急講習等の
防災活動に積極的に参加し、職員個々の防災意識の向上やスキルアップを図っている。
　地域連携については、昨年度設立された「四国中央市自主防災組織連絡協議会」を通じて、
市内自主防災組織の充実・連携強化を図っていきたいと考えている。また、今年度より市
災害対策本部の支部体制を見直し、川之江・三島・土居・新宮の各災害対策支部を消防団
各方面隊本部と併設し、地域防災活動の中心的役割を担う消防団と連携強化を図り迅速か
つ的確な災害対応体制の構築を図った。今後は、市・消防団・自主防災組織などが連携を
深め、地域に密着した体制づくりを推進し、さらなる地域防災力の強化に努めて行きたい。

◆災害時の職員減少の影響について

　　　合併後、職員数が減少している中、職務上期待されている公務員としての活動と地域で持たれる知

　　　識や情報の提供者としての役割の要望があるが、そういった市民の思いに応えるためのＢＣＰや個

　　　々人の取り組みは。また、人手の足りなさを埋めるための地域との関わりは。

その他の質問　○職員数の減少と担当部署による職務量の偏重について

石津千代子 議員

◆市民会館川之江会館の跡地整備計画について

　　　跡地の整備計画についての提言。周りに木を植樹し広場を芝生公園にして、一部分に子供たちが夏場

　　　に水遊びできる噴水プールを設置し、その周りに大人も休める東屋等を作り、街の中で市民が憩える

　　　公園整備を望む。子供が遊べる場所を作るのは子育て支援にもなる。

　建設部長
　川之江会館解体後の広場や駐車場といった基本的な整備内容は決まっているが、詳細
な整備内容について、現在検討中である。
　ご提案の子供たちに人気の水遊びができる噴水や、また大人たちも休める東屋の設置
については、広場に噴水を設置した場合には、夏場に涼を求める親子連れでにぎわうこ
とも容易に想像できる。東屋についても憩いの空間として活用されることが見込まれる。
広場の詳細な整備内容については、噴水及び東屋の設置も含めて今後、川之江ふれあい
交流センターと連携を図りながら、地域のイベントや憩いの場、安全に子供たちを遊ば
せる広場、居心地の良い広場として整備していきたいと考える。

その他の質問　〇食品ロスについて

谷内　 開 議員



　

　

　

吉田善三郎 議員

◆土居高校の紙のまちづくりコースについて

　　　平成 31 年度から土居高校において「紙のまちづくりコース」が新しくスタートするが、ますます

　　　土居高校と愛媛大学、さらに企業との産官学連携が強化され、日本一の紙のまちにふさわしい人材

　　　が育つなど影響を与えると考えるが、所見を伺う。

　経済部長
　土居高校では、今年度も１年生全員を対象に体験学習や地元企業での工場見学、商品開
発といった多彩なメニューが実施されており、来年度からは、２・３年生を対象とした「紙
のまちづくりコース」を新設する予定であり、このコースでの学習を通じてコミュニケー
ション力を身につけプレゼンテーション能力を高めることにより、地域社会の発展に貢献
できる資質や能力を備えた人物を育てることを目標に掲げている。
　ついては、本市としても紙産業のさらなる発展に必要不可欠となる優秀な人材育成の場
となるよう、愛媛県・愛媛大学・地元企業と連携し、さまざまな角度からバックアップし
ていきたいと考える。

その他の質問　○全国観光甲子園大会優勝について
　　　　　　　○手話言語について　○コミュニティ・スクールについて

◆新宮小規模特認校事業の取り組みについて

　　　小中一貫教育校は特区が消えて、校区外希望受け入れの小規模特認校に平成 29 年度より移行。転

　　　入学申請者、許可者の実態と選定基準・選定組織体制を問う。12 億円を超える整備事業費を投入

　　　した特認校の将来展望と計画を問う。

眞鍋 幹雄 議員

　市長、教育指導部長
　転入学申請者は２年間で 40 名の申請があり、内 19 名の児童生徒に対し、校区外から通
学を許可している。受け入れについては、新宮小中学校の伝統や良さを残しつつ発展させ
ていく必要があること、また、急激な転入生の増加は新宮地域の児童にとって負担が大き
いこと、新宮小中学校の教室の広さなどを総合的に勘案している。許可者の選考については、
保護者、児童・生徒それぞれ面接を複数の面接官が行い、教育長を長とした入学者決定会
議において最終判断を行い、入学許可者を決定している。
　将来的には各学年 10 名程度の規模の学校を目指しており、現在のところ順調に推移して
いるものと考える。子供一人一人の将来の目標を達成できるよう、学校全体で支援するなど、
少人数を生かし、きめ細かな指導をしている。また愛媛大学と連携した授業やサマースクー
ルなどの新たな取り組みもある。新宮小中学校ならではの特色を生かしながら、さらに地
域と学校が手を携えて子供を育てる環境を守り育てたいと考える。

その他の質問　○乳児保育所こども村、乳児保育所こころの施設整備費の実態と根拠について
　　　　　　　○障がい者雇用率の再点検について○自動車関連の災害時応援協定締結について

◆在留外国人が地域に溶け込み共存していく多文化共生のための課題と対応について

　　　12 月８日の入管難民法の成立を受けて、本市においても在留外国人が増えることが予測される。今
　　　後、教育・医療・福祉・住宅など新たな社会的費用負担の問題等、多文化共生のための課題とその
　　　対応策について伺う。

　政策部長
　平成 26 年度策定の国際交流ビジョンの目標の一つに多様な文化が共生し安心・安全なま
ちづくり推進を掲げている。また、第二次四国中央市総合計画後期基本計画の施策では、
２点ほどあり、１点目は紙産業を核とする産業集積の推進、具体的には地域産業を支える
外国人労働者の確保に向けて、関係機関と連携を図ることや、２点目として市民自治の促進、
具体的には多文化共生社会の実現に向けて、日本語の学習支援や災害への対応など、外国
人にとっても暮らしやすいまちづくりを市民と協働で進めることとしている。このような
計画を基に多岐にわたる課題について今年度中の策定に向けて取り組んでいる。
　次に、社会的費用の負担問題については、社会保険給付や福祉関係の給付、教育費等の
問題があるが、市だけで解決できないこともあるので、今後の関連する法改正や国の動向
を注視していく。

三好　 平 議員

その他の質問　○市民により親しまれる市役所を目指して。新庁舎や窓口センターの
　　　　　　　　ハード面、ソフト面の運営や事務の改善点や効率化について

お詫びと訂正

市議会だよりＮＯ．58 号（2018 年 11 月１日発行）の 31 ページに掲載した、谷　國光議員の一般質問の答弁

の２行目に誤りがございましたので、お詫びして訂正いたします。

【訂正前】学校側にも　【訂正後】学校側には



　

　

　◆中核病院建設について

　　　旧県立三島病院を四国中央病院に移譲してから８年経過した昨年春、同病院を運営する公立学校共

　　　済組合が、「市内で旧県立三島病院と統合した中核となる病院を建設する方針を固めた」とのニュー

　　　スがあった。その後の進捗状況と、今後の見込みを伺う。

　市長
　2018 年５月に公立学校共済組合本部から、2025 年を目途に中核病院を建設したいとの話
があった。
　この半年間の進捗状況は、公立学校共済組合本部と四国中央病院、市の三者で構成する
担当者レベルの打ち合わせ会をこれまで３回開催し、まず建設地の選定について協議して
きた。また、建設課題に対応するために庁内検討委員会を立ち上げた。
　今後さまざまな課題がある中で、地域医療について、医療機関の調整や救急医療の問題
をどうするのかを協議し、それらを含めた中核病院建設プランの検討が必要と考えている。

その他の質問　○小・中学校の教育環境と施設整備について　○用途地域指定の見直しについて
　　　　　　　○水道事業の現状と民営化について　　　　　○納税等の利便性の向上について

飛鷹 裕輔 議員

　市長、副市長、教育長、福祉部長
　太陽の家の移設については、2018 年３月に「四国中央市障害者支援施設等あり方検討委員
会」から提言を受け、その後、自立支援協議会において利用者や地域の実情に最も適した施
設規模や運営方針などについて議論を重ねてきた。その内容を取りまとめたものが、今年度
末には市長へ答申される予定である。環境改善については、基本的人権やプライバシー確保
の観点からも喫緊の課題として捉え、太陽の家の移転協議と密接に関連していることから今
後の動向を注視しながらその方針に基づき進めていきたい。
　特別支援学校の開校準備としては、現場での調査や検討を行いながら、基本設計及び実施
設計の完成に向けて作業を進めている。分校のセンター的機能により、地域の幼稚園や小中
学校などからの教育相談等、要請に応じて協力を行っていただき、市全体の特別支援教育の
充実に期待できると考える。

◆障がい者支援施設「太陽の家」移設、特別支援学校分校等の取り組み

　　　障がい者支援施設「太陽の家」移設が急務と思うが進んでいるのか。ノーマライゼーションに基づ

　　　いて利用者の環境改善が急がれる。特別支援学校の開校準備はどうか。同学校のほか、小・中学校

　　　も支援する機能、センター的機能を活用することにより、障がい児教育環境もよくなると思うが。

その他の質問　○エアコン設置の国庫補助（2018 年度補正限定分）対応について

一 般 質 問 ※紙面の都合上、質問・答弁の
一部を要約して掲載しています

吉原　 敦 議員

　学校教育課長
　市内小・中学校 26校のうち、男女別の名簿を使用している学校が 21校、男女混合名簿を
使用している学校が５校ある。男女別の名簿の場合、身体計測や内科検診等、男女別にする
必要がある場合や、健康診断書など男女別で書類を作成する必要がある場合には、利点がある。
特に中学校の場合、男女別の体育科の授業では男女別名簿が欠かせなくなってきている。
　しかし、特段男女を区別する必要がない名簿に、男子が先で女子が後である場合も見受け
られる。今後は、男女平等を教育の場で子供たちに教えるためにも、目的に応じて簡単に名
簿を作成できるようにし、男女混合名簿をさらに積極的に取り入れることができるか検討し
ていく必要があると考える。

◆性的少数者（ＬＧＢＴ）の人権保障について

　　　全国では児童生徒の名簿を男女性別で分けない混合名簿を使う小・中学校が71％。他市ではアンケー

　　　トを生徒・保護者に行った事例を紹介する。本市でも、性差別をなくすためにも授業や行事などあ

　　　らゆる場面で人権の視点を持って、混合名簿を推進すべき。

山川 和孝 議員



平成 30 年第１回臨時会において、議長・副議長が選出されました

議長 ・ 副議長就任挨拶

副議長
 三　宅　繁　博

議　長
 原　田　泰　樹

平成 30 年　第１回　臨時会

副議長の略歴

昭和28年４月12日生（65歳）
平成 24年４月 22日初当選
四国中央市議３期目
産業建設委員会委員長
議会改革調査特別委員会委員長

などを歴任

議長の略歴

昭和27年８月17日生（66歳）
平成 10 年２月８日初当選
四国中央市議５期目
環境経済委員会委員長
議会選出監査委員

などを歴任

常任・特別・議会運営委員会委員 ◎委員長　〇副委員長

総務市民委員会
◎石川　　剛
○石津千代子
　国政　　守
　三好　　平
　吉田善三郎
　原田　泰樹
　谷　　國光
　西岡　政則

教育厚生委員会
◎眞鍋　幹雄
○吉原　　敦
　飛鷹　裕輔
　三宅　繁博
　谷内　　開
　篠永　誠司
　井川　　剛

議会改革調査
特別委員会

◎篠永　誠司
○吉原　　敦
　三宅　繁博
　川上　賢孝
　吉田善三郎
　青木　永六
　西岡　政則

広報ＩＣＴ推進
特別委員会
◎井川　　剛
○石津千代子
　飛鷹　裕輔
　石川　　剛
　国政　　守
　山本　照男
　谷　　國光

産業建設委員会
◎苅田　清秀
○山本　照男
　山川　和孝
　川上　賢孝
　青木　永六
　曽我部　清
　石川　秀光

地方創生
特別委員会

◎石川　秀光
○苅田　清秀
　眞鍋　幹雄
　三好　　平
　山川　和孝
　谷内　　開
　曽我部　清

議会だより
編集委員会
◎三宅　繁博
○山川　和孝
　石川　　剛
　国政　　守
　三好　　平
　篠永　誠司
　井川　　剛

議会運営委員会
◎吉田善三郎
○石川　　剛
　山川　和孝
　川上　賢孝
　山本　照男
　青木　永六
　石津千代子

議会選出監査委員

曽我部　清 議員

　市民の皆さまには、 日頃から市議会に対し、
深いご理解とご協力をいただき、 厚く御礼申し上
げます。
　私たちは、 12 月臨時会におきまして、 議長、
副議長に就任いたしました。
　その職責の重大さに身の引き締まる思いであり、
公正で円滑な議会運営のために、 誠心誠意努
力してまいる所存であります。
　さて、 四国中央市の顔となる新庁舎、 三世代
交流の拠点となる川之江ふれあい交流センター
が完成し、 また、 市民文化ホール、 東部学校
給食センターなどの建設といった大型事業も順
調に進んでおります。 また、 津根工業団地造成
事業についても、 順調に進捗しており、 地域産
業の振興と雇用の拡大につながるものと期待して
いるところでございます。 　
　市議会におきましては、 議会の役割や責務を
明文化した議会基本条例を制定し、 市民の多
様な意見を反映させ議論する合議制の機関であ
ることを常に自覚し、 市民にわかりやすい開かれ
た信頼される議会を目指してまいります。
　地場産業の振興や中核病院の整備そして少
子高齢化対策など喫緊の課題が山積しておりま
すが、 市民の皆さまの負託に応えられる市議会、
そして市政の発展、 市民生活の向上及び市民

主権による自治を推進するため、 ますます研
け ん さ ん

鑽を

積む所存でございます。 どうか、 今後とも、 市議
会に対し、 なお一層のご支援とご協力をお願い
申し上げます。



　平成 30 年第４回定例会は、去る 12 月４日から 21
日までの 18 日間の会期で開かれました。
　今定例会には、平成 30 年度一般会計補正予算を
初めとする市長提出議案21件、議員提出議案２件、
承認１件、認定２件、選挙１件、請願１件、陳情１
件が上程されました。

主な内容
① 議長、副議長就任挨拶等 ･･････P35
② 一般質問 ･･････････････P34 ～ P31
③ 議決結果一覧等 ････････P31 ～ P30
④ 委員会の審査概要 ･･････P29 ～ P27
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